
　２月３日、町内の３保育所で節分の伝統行事、豆

まきがおこなわれました。 

　かわいいお面をつけた鬼たちに、子どもたちは、

元気な声で「鬼は外！福は内！」と豆をまき、楽し

い一日を過ごしました。 

鬼は外！　福は内！ 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

第16回くみやまマラソンなど 
みんなの広場 

荒見苑写真教室の参加者募集など 

障害者自立支援法など 
行政ニュース 
ご存じですか こんな制度 

INFORMATION

女たちの善光寺参り（3） 
ふるさとの旅日記 

お得な情報あ・れ・こ・れ 

2006 平成18年 
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子
育
て
支
援
 

障
害
の
あ
る
人
 

国
民
年
金
 

2
広報くみやま 平成18年3月1日 

ご
存
じ
で
す
か

こ
ん
な
制
度
 

お
得
な
情
報
あ
・
れ
・
こ
・
れ
 

  ▽
親
子
サ
ロ
ン
（
社
会
福
祉
課
）
 

内
容
／
親
子
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
を
 

 

　
　
深
め
、
友
達
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
部
屋

　
　
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊
び

　
　
に
来
て
く
だ
さ
い
。
毎
週
月
・
水
曜
日
の
午

　
　
前
10 
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
。
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
「
夢
く
む
ル
ー
ム
」
 

対
象
／
町
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
 

▽
み
る
く
�
サ
ロ
ン
（
社
会
福
祉
課
）
 

内
容
／
親
子
サ
ロ
ン
と
同
じ
く
、
部
屋
を
開
放
し

　
　
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く

　
　
だ
さ
い
。
毎
月
第
3
木
曜
日
の
午
前
10 
時
か

　
　
ら
11 
時
30
分
ま
で
。
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
「
夢
く
む
ル
ー
ム
」
 

対
象
／
町
内
在
住
の
生
後
3
か
月
か
ら
8
か
月
ぐ

　
　
ら
い
の
赤
ち
ゃ

　
　
ん
と
そ
の
保
護

　
　
者
 

    

▽
妊
産
婦
等
栄
養
強
化
事
業
（
長
寿
健
康
課
）
 

内
容
／
低
所
得
階
層
に
属
す
る
妊
産
婦
お
よ
び
栄

　
　
養
状
態
の
悪
い
乳
児
に
対
し
て
栄
養
食
品
 

　
　
（
牛
乳
、
粉
乳
）
を
支
給
し
ま
す
。
申
請
を

　
　
受
理
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
初
日
か
ら

　
　
出
産
後
お
お
む
ね
3
か
月
間
（
妊
産
婦
）
。

　
　
乳
児
は
9
か
月
間
 

申
請
／
妊
娠
届
の
発
行
を
受
け
、
母
子
手
帳
申
請

　
　
時
期
か
ら
随
時
受
け
付
け
。
 

対
象
／
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
、
町
民

　
　
税
非
課
税
世
帯
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
。
乳

　
　
児
に
つ
い
て
は
、
条
件
に
該
当
す
る
か
医
師

　
　
の
証
明
等
が
必
要
 

必
要
書
類
等
／
母
子
手
帳
ま
た
は
妊
娠
証
明
書
、

　
　
印
鑑
、
転
入
さ
れ
た
人
は
課
税
証
明
 

   ▽
補
装
具
自
己
負
担
金
の
助
成
（
社
会
福
祉
課
）
 

内
容
／
補
装
具
の
自
己
負
担
額
を
一
定
額
補
助
し

　
　
て
い
ま
す
。
 

申
請
／
身
体
障
害
者
補
装
具
補
助
金
支
給
申
請
書

　
　
を
提
出
 

対
象
／
補
装
具
の
支
払
い
を
さ
れ
た
人
 

必
要
書
類
等
／
領
収
書
 

そ
の
他
事
項
／
口
座
振
込
も
可
。
一
件
2
0
，
0
 

　
　
0
0
円
が
限
度
で
す
。
 

▽
申
請
用
診
断
書
料
助
成
（
社
会
福
祉
課
）
 

内
容
／
申
請
用
の
診
断
書
料
の
一
部
を
助
成
し
て

　
　
い
ま
す
。
 

申
請
／
診
断
書
料
助
成
申
請
書
を
提
出
 

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
診
断
書
、
精
神
保
健
福

　
　
祉
手
帳
診
断
書
等
の
申
請
を
お
こ
な
う
人
 

必
要
書
類
等
／
領
収
書
 

そ
の
他
事
項
／
口
座
振
込
も
可
 

▽
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
 

（
社
会
福
祉
課
）
 

内
容
／
外
出
困
難
な
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
、
タ

　
　
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
 

申
請
／
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
申
請
書
を
提

　
　
出
 

対
象
／
町
内
に
居
住
す
る
人
で
視
覚
の
障
害
程
度
、

　
　
下
肢
・
体
幹
の
障
害
程
度
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、

　
　
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
の
機
能
の

　
　
障
害
程
度
が
１
級
か
ら
3
級
の
人
。
療
育
手

　
　
帳
の
障
害
の
程
度
が
「
A
」
の
人
 

▽
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
（
社
会
福
祉
課
）
 

内
容
／
京
都
府
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に
加

　
　
入
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
、
掛
金
の
一
部

　
　
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
 

申
請
／
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
補
助
金
交
付

　
　
申
請
書
を
提
出
 

対
象
／
町
内
在
住
の
加
入
者
で
、
京
都
府
に
掛
金

　
　
を
納
め
て
い
る
人
 

   ▽
口
座
振
替
早
収
割
引
制
度
「
早
割
制
度
」
 

（
住
民
課
）
 

内
容
／
通
常
の
口
座
振
替
の
振
替
日
は
、
翌
月
末

　
　
で
す
が
、
申
請
に
よ
り
当
月
末
振
替
（
早
割

　
　
制
度
）
に
す
る
と
、
１
か
月
あ
た
り
40 
円
（
4

　
　
月
か
ら
は
50
円
）
の
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
。
 

申
請
／
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
を
金
融

　
　
機
関
・
郵
便
局
等
へ
提
出
 

対
象
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
 

必
要
書
類
等
／
口
座
振
替
依
頼
書
、
（
金
融
機
関

　
　
等
へ
の
届
出
印
、
年
金
の
基
礎
番
号
）
 

そ
の
他
事
項
／
す
で
に
毎
月
の
口
座
振
替
を
利
用

　
　
さ
れ
て
い
る
人
は
、
早
割
制
度
に
切
り
替
え

　
　
る
月
に
は
、
従
来
の
納
期
の
も
の
と
、
１
か

　
　
月
早
く
な
る
も
の
と
で
、
2
か
月
分
の
支
払

　
　
い
と
な
り
ま
す
。
 

▽
第
3
号
被
保
険
者
の
未
届
期
間
の
救
済
 

（
住
民
課
）
 

内
容
／
過
去
に
第
3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
を
忘

　
　
れ
た
た
め
に
、
受
給
資
格
が
得
ら
れ
な
か
っ

　
　
た
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
2
年

　
　
以
上
前
の
未
届
期
間
は
未
納
扱
い
と
な
っ
て

　
　
い
ま
し
た
が
、
届
け
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
て
特
例
的
に
、
未
納
期
間
を
保
険
料
納
付
済

　
　
み
期
間
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

対
象
／
第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
忘
れ
の
人
 

必
要
書
類
等
／
第
3
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
を

　
　
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
 

　
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
や
助
成
金
な
ど
の
各
種
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
今
号
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
知
っ
て
い
る
と
お
得
な
情
報
や
制
度
等
の
内

容
を
掲
載
し
、
各
種
制
度
等
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

は
や
わ
り
 



ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
 

の
っ
て
こ
バ
ス（
巡
回
バ
ス
） 

下
水
道
 

防
災
・
防
犯
 

3
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そ
の
他
事
項
／
第
3
号
被
保
険
者
制
度
が
始
ま
っ

　
　
た
、
昭
和
61
年
4
月
１
日
か
ら
平
成
17  
年
3

　
　
月
31
日
の
届
け

　
　
忘
れ
に
限
る
。
 

     ▽
家
庭
生
ご
み
自
家
処
理
容
器
等
設
置
費
補
助
金
 

（
環
境
保
全
課
）
 

内
容
／
家
庭
生
ご
み
自
家
処
理
容
器
等
を
購
入
す

　
　
る
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
金
（
購
入
価

　
　
格
の
2
分
の
１
で
、
2
万
5
千
円
を
限
度
）

　
　
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
世
帯
で
、
町
内
に
お
い
て
処

　
　
理
容
器
等
を
設
置
し
た
世
帯
主
 

必
要
書
類
等
／
家
庭
生
ご
み
自
家
処
理
容
器
等
設

　
　
置
費
補
助
金
交
付
申
請
書
、
領
収
書
の
写
し

　
　
等
 

そ
の
他
事
項
／
処
理
容
器
等
と
は
、
生
ご
み
や
落

　
　
葉
、
雑
草
を
発
酵
分
解
し
、
悪
臭
、
害
虫
等

　
　
の
発
生
を
防
止
す
る
構
造
お
よ
び
材
質
の
も

　
　
の
で
す
。
生
ご
み
等
を
単
に
粉
砕
、
焼
却
を

　
　
目
的
と
す
る
も
の
は
除
き
ま
す
。
 

　
　
　
一
世
帯
に
つ
き
2
基
が
限
度
で
、
2
基
目

　
　
は
、
１
基
目
に
係
る
補
助
金
交
付
後
、
6
か

　
　
月
を
経
過
し
た
後
に
申
請
で
き
ま
す
。
 

▽
再
生
資
源
集
団
回
収
事
業
補
助
金
 

（
環
境
保
全
課
）
 

内
容
／
地
域
の
団
体
に

　
　
よ
る
再
生
資
源
の

　
　
集
団
回
収
の
推
進

　
　
を
図
り
、
ご
み
の

　
　
減
量
化
と
資
源
の

　
　
有
効
利
用
を
お
こ

　
　
な
っ
て
い
ま
す
。
 

申
請
／
お
お
む
ね
3
か
月
ご
と
に
申
請
 

対
象
／
営
業
を
目
的
と
し
な
い
地
域
等
の
団
体
で

　
　
定
期
的
か
つ
継
続
的
な
活
動
を
お
こ
な
う
団

　
　
体
 

必
要
書
類
等
／
再
生
資
源
利
用
実
施
団
体
届
出
書
、

　
　
再
生
資
源
利
用
補
助
金
交
付
申
請
書
、
回
収

　
　
業
者
が
発
行
す
る
計
量
書
 

そ
の
他
事
項
／
集
団
回
収
を
お
こ
な
う
再
生
資
源

　
　
は
新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
古
布
で
す
。
 

   ▽
専
用
回
数
券
を
販
売
（
都
市
計
画
課
）
 

内
容
／
1
，
0
0
0
円
で
1
，
2
0
0
円
分
（
@

　
　
１
5
0
円
×
8
枚
）
の
利
用
が
で
き
る
、
の

　
　
っ
て
こ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）
専
用
の
回
数
券

　
　
を
販
売
中
で
す
。
巡
回
バ
ス
の
車
内
や
都
市

　
　
計
画
課
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
な
ど
で
お
求
め
く
だ

　
　
さ
い
。
 

▽
乗
継
券
を
発
行
（
都
市
計
画
課
）
 

内
容
／
の
っ
て
こ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）
の
東
ル
ー

　
　
ト
か
ら
西
ル
ー
ト
へ
、
西
ル
ー
ト
か
ら
東
 

　
　
ル
ー
ト
へ
乗
り
継
い
で
も
運
賃
が
１
5
0
円

　
　
に
な
る
乗
継
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
乗
り
継
ぐ
場
合
、
「
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店

　
　
前
」
で
バ
ス
を
降
り
る
と
き
に
、
運
賃
の
支

　
　
払
い
と
あ
わ
せ
て
乗
務
員
に
申
し
出
て
く
だ

　
　
さ
い
。
乗
務
員
が
日
付
を
押
し
た
乗
継
券
を

　
　
発
行
し
ま
す
の
で
、
乗
継
先
の
バ
ス
を
降
り

　
　
る
と
き
は
、
そ
の
乗
継
券
を
運
賃
の
代
わ
り

　
　
に
運
賃
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
（
当
日
限

　
　
り
有
効
）
 

▽
バ
ス
カ
ー
ド
を
販
売
（
都
市
計
画
課
）
 

内
容
／
通
常
カ
ー
ド
で
１
0
0
円
か
ら
最
大
6
0
 

　
　
0
円
、
昼
間
割
引
カ
ー
ド
で
１
，
0
0
0
円
、

　
　
こ
ど
も
用
カ
ー
ド
で
１
0
0
円
お
得
な
バ
ス

　
　
カ
ー
ド
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
 

　
お
得
な
バ
ス
 

カ
ー
ド
は
、
バ
ス

車
内
、
は
づ
き（
久

御
山
団
地
ス
ー
 

パ
ー
イ
ワ
キ
内
）
、

ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
 

リ
ー
ス
ト
ア
久
御

山
店
（
林
）
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
佐
山
店
、
近
鉄

大
久
保
駅
売
店
、
ハ
ー
ベ
ス
大
久
保
店
（
近

鉄
大
久
保
）
、
京
阪
中
書
島
駅
売
店
、
都
市

計
画
課
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
な
ど
で
お
求
め
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
の
っ
て
こ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）

は
、
京
阪
グ
ル
ー
プ
共
通
バ
ス
カ
ー
ド
の
ほ

か
ス
ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
カ
ー
ド
も
利
用

で
き
ま
す
。
 

   ▽
便
所
水
洗
化
改
造
資
金
融
資
あ
っ
旋
制
度
 

（
下
水
道
課
）
 

内
容
／
町
内
の
一
般
家
庭
で
、
既
設
の
便
所
を
公

　
　
共
下
水
道
に
接
続
す
る
水
洗
便
所
に
改
造
し

　
　
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
、
そ
の
改
造
に
要
す

　
　
る
資
金
の
融
資
を
あ
っ
旋
し
ま
す
。
 

申
請
／
供
用
開
始
日
か
ら
3
年
以
内
。
申
請
は
、

　
　
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
を
通
じ
て
お
こ
な

　
　
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
に
住
所
を
有
し
、
独
立
し
て
生
計
を

　
　
営
む
人
で
、
一
定
の
要
件
を
備
え
た
人
 

必
要
書
類
等
／
工
事
見
積
書
、
所
得
証
明
書
、
印

　
　
鑑
登
録
証
明
書
等
 

そ
の
他
事
項
／
融
資
決
定
に
つ
い
て
は
、
審
査
が

　
　
あ
り
、
第
三
者
保
証
人
が
１
人
必
要
で
す
。
 

▽
便
所
水
洗
化
改
造
資
金
融
資
に
係
る
利
子
補
給

　
金
交
付
制
度
（
下
水
道
課
）
 

内
容
／
「
久
御
山
町
便
所
水
洗
化
改
造
資
金
融
資

　
　
あ
っ
旋
制
度
」
に
よ
り
融
資
を
受
け
た
人
に

　
　
対
し
、
そ
の
融
資
に
係
る
利
子
補
給
金
を
交

　
　
付
し
ま
す
。
 

申
請
／
融
資
を
受
け
た
と
き
か
ら
5
年
を
限
度
 

対
象
／
「
久
御
山
町
便
所
水
洗
化
改
造
資
金
融
資

　
　
あ
っ
旋
制
度
」
に
よ
り
融
資
を
受
け
た
人
 

必
要
書
類
等
／
融
資
残
額
お
よ
び
利
子
支
払
額
明

　
　
細
書
等
 

そ
の
他
事
項
／
交
付
決
定
に
つ
い
て
は
審
査
が
あ

　
　
り
ま
す
。
 

   ▽
防
災
・
防
犯
出
前
講
座
（
総
務
課
）
 

内
容
／
防
災
や
防
犯
に
関
す
る
講
習
会
を
出
前
で

　
　
実
施
し
、
手
軽
に
防
災
や
防
犯
に
関
す
る
知

　
　
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
よ

　
　
る
被
害
の
軽
減
や
犯
罪
予
防
に
努
め
、
安
全

　
　
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　
　
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
自
治
会
や
自
主
防
災
会
、
事
業
所
、

　
　
町
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
が
過
半
数
を
占
め

　
　
る
5
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
・
サ
ー
ク

　
　
ル
な
ど
。
 

必
要
書
類
等
／
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

　
　
提
出
 

そ
の
他
事
項
／
講
座
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
で
き
ま

　
　
す
。
 

▽
防
災
・
防
犯
活
動
事
業
補
助
（
総
務
課
）
 

内
容
／
町
内
の
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
等
が
お

　
　
こ
な
う
防
犯
・
防
災
資
器
材
等
の
整
備
に
か

　
　
か
る
費
用
の
一
部
を
町
が
補
助
し
ま
す
。
 

申
請
／
現
在
の
と
こ
ろ
、
平
成
19 
年
度
ま
で
。
 

対
象
／
自
主
防
災
会
や
自
治
会
な
ど
。
 

必
要
書
類
等
／
申
請
書
な
ど
と
そ
の
他
資
料
 

そ
の
他
事
項
／
整
備
に
か
か
る
費
用
の
1
／
2
を

　
　
補
助
（
限
度
額
１
5
0
，
0
0
0
円
）
し
て

　
　
い
ま
す
。
 

 

京
の
ね
ん
き
ん
丸
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住
民
活
動
保
険
 

統
計
 

情
報
公
開
 

広
報
 

選
挙
 

そ
の
他
 

図
書
館
 

  ▽
住
民
活
動
災
害
補
償
保
険
「
ふ
れ
あ
い
保
険
」
 

（
総
務
課
）
 

内
容
／
町
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、
5
人
以
上
の

　
　
住
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
団
体
や
個
人
が

　
　
本
来
の
仕
事
を
離
れ
て
お
こ
な
う
継
続
的
、

　
　
計
画
的
な
公
益
性
の
あ
る
住
民
活
動
中
に
起

　
　
こ
っ
た
事
故
を
補
償
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
、
住
民
活
動
団
体
 

必
要
書
類
等
／
住
民
活
動
保
険
事
故
報
告
書
な
ど
 

   ▽
広
報
紙
配
布
（
広
報
行
政
課
）
 

内
容
／
新
聞
を
取
っ
て
な
い
世
帯
に
は
、
シ
ル
 

　
　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
配
布
し
ま
す
。
 

申
請
／
広
報
行
政
課
へ
申
請
。
電
話
可
 

対
象
／
新
聞
未
購
読
世
帯
 

そ
の
他
事
項
／
不
要
に
な
っ
た
と
き
は
、
必
ず
連

　
　
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
広
報
行
政
課
）
 

内
容
／
広
報
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
し
ま
す
。
 

対
象
／
写
真
の
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
 

そ
の
他
事
項
／
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご

　
　
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

▽
広
報
保
存
用
フ
ァ
イ
ル
を
販
売
 

（
広
報
行
政
課
）
 

内
容
／
広
報
紙
を
約
 

 
 
2
年
分
保
存
で
 

 
 
き
る
フ
ァ
イ
ル
 

 
 
を
販
売
し
て
い
 

 
 
ま
す
。
 

そ
の
他
事
項
／
 

 
 
一
冊
3
0
0
円
 

 
 
で
す
。
 

  ▽
ミ
ニ
統
計
書
を
無
償
で
頒
布
（
広
報
行
政
課
）
 

内
容
／
人
口
や
産
業
な
ど
久
御
山
町
の
現
状
を
デ

　
　
ー
タ
と
し
て
集
録
し
た
統
計
書
を
、
広
報
行

　
　
政
課
窓
口
で
無
償
頒
布
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
他
事
項
／
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
返

　
　
信
用
切
手
（
１
2
0
円
分
）
を
お
送
り
く
だ

　
　
さ
い
。
 

▽
各
種
統
計
調
査
の
結
果
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
公
開
（
広
報
行
政
課
）
 

内
容
／
国
勢
調
査
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、

　
　
商
業
統
計
調
査
、
工
業
統
計
調
査
、
農
林
業

　
　
セ
ン
サ
ス
な
ど
各
種
統
計
調
査
の
結
果
を
町

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
他
事
項
／
平
成
12 
年
国
勢
調
査
は
2
0
0
円
、

　
　
2
0
0
0
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果

　
　
は
3
5
0
円
で
、
結
果
書
と
し
て
販
売
し
て

　
　
い
ま
す
。
 

▽
町
統
計
書
を
販
売
（
広
報
行
政
課
）
 

内
容
／
町
の
人
口
・
産
業
・
教
育
・
文
化
な
ど
の

　
　
各
分
野
に
わ
た
る
基
本
的
な
統
計
資
料
を
総

　
　
合
的
に
集
録
し
た
町
統
計
書
を
広
報
行
政
課

　
　
窓
口
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
平
成
16 
年
版
は
 

 

　
　
5
5
0
円
で
す
。
 

そ
の
他
事
項
／
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
書

籍
代
5
5
0
円

に
返
信
用
切
手

（
2
9
0
円
分
）

を
添
え
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。
 

 

  ▽
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
（
広
報
行
政
課
）
 

内
容
／
役
場
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
に
町
の
人
口
や
広

　
　
報
紙
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
ま
た
、
町
の
各

　
　
種
刊
行
物
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
由

　
　
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

そ
の
他
事
項
／
１
枚
10 
円
で
コ
ピ
ー
も
で
き
ま
す
。
 

   ▽
期
日
前
投
票
制
度
 

〔
選
挙
管
理
委
員
会
（
広
報
行
政
課
内
）
〕
 

内
容
／
仕
事
の
都
合
や
病
気
、
け
が
、
レ
ジ
ャ
ー

　
　
や
買
物
な
ど
で
、
選
挙
の
行
わ
れ
る
日
に
投

　
　
票
所
に
い
け
な
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
人
は
、

　
　
事
前
に
期
日
前
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

申
請
／
選
挙
の
公
示
（
告
示
）
の
あ
っ
た
日
の
翌

　
　
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、

　
　
祝
日
を
含
む
）
。
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分

　
　
か
ら
午
後
8
時
ま
で
。
 

対
象
／
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
投
票
資

　
　
格
の
あ
る
人
 

必
要
書
類
等
／
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
の
期
日
前

　
　
投
票
所
で
期
日
前
投
票
宣
誓
書
を
提
出
。
宣

　
　
誓
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
ダ
ウ
ン
 

　
　
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
 

   ▽
図
書
配
送
サ
ー
ビ
ス
（
図
書
館
）
 

内
容
／
障
害
の
あ
る
人
や
介
護
を
必
要
と
す
る
人

　
　
な
ど
、
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な

　
　
人
に
、
図
書
の
自
宅
等
へ
の
配
送
貸
し
出
し

　
　
し
て
い
ま
す
。
 

対
象
／
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
や
要
介
護
者
、
要

　
　
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
 

必
要
書
類
等
／
配
送
貸
出
利
用
者
登
録
申
請
書
 

▽
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
（
図
書
館
）
 

内
容
／
借
り
た
い
資
料
が
貸
し
出
し
中
の
と
き
は
、

　
　
予
約
を
受
け
付
け
、
返
却
さ
れ
し
だ
い
お
貸

　
　
し
し
ま
す
。
図
書
館
に
資
料
が
な
い
と
き
は
、

　
　
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て
、
購
入
ま
た
は
他
の

　
　
図
書
館
か
ら
借
り
て
お
貸
し
し
ま
す
。
 

対
象
／
図
書
館
利
用
登
録
者
 

必
要
書
類
等
／
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
申
込
書
 

▽
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
図
書
館
）
 

内
容
／
図
書
館
内
の
資
料
に
限
り
、
１
枚
10 
円
で
 

 

　
　
著
作
権
の
範
囲
内
で
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
し

　
　
て
い
ま
す
。
 

対
象
／
図
書
館
利

　
　
用
登
録
者
以

　
　
外
も
可
 

必
要
書
類
等
／
図

　
　
書
館
資
料
複

　
　
写
申
込
書
 

   ▽
火
災
等
見
舞
金
等
支
給
（
社
会
福
祉
課
）
 

内
容
／
町
内
で
火
災
等
に
よ
り
住
居
に
被
害
を
被

　
　
っ
た
人
に
対
し
、
見
舞
金
お
よ
び
見
舞
品
を

　
　
支
給
し
ま
す
。
 

対
象
／
住
居
が
全
焼
（
全
壊
）
、
半
焼
（
半
壊
）
、

　
　
水
損
し
た
場
合
。
火
災
等
に
よ
り
死
亡
し
た

　
　
場
合
 

▽
火
葬
料
補
助
金
（
環
境
保
全
課
）
 

内
容
／
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
ま
た
は
外
国

　
　
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、
死

　
　
亡
ま
た
は
死
産
（
妊
娠
第
4
か
月
以
上
の
死

　
　
胎
を
含
む
）
し
、
火
葬
さ
れ
た
場
合
に
、
そ

　
　
の
費
用
の
一
部
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

　
　
い
ま
す
。
 

申
請
／
火
葬
が
許
可
さ
れ
た
日
か
ら
6
か
月
以
内
 

対
象
／
火
葬
を
お
こ
な
っ
た
人
 

必
要
書
類
等
／
火
葬
料
補
助
金
交
付
申
請
書
、
火

　
　
葬
許
可
証
の
写
し
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制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
 

要
介
護
認
定
が
 

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す
 

介
護
保
険
証
も
 

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す
 

4
月
か
ら
介
護
保
険
が
変
わ
り
ま
す
 

も
っ
と
地
域
で
い
き
い
き
と
 

　
平
成
12
年
度
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
18
年
4
月
か
ら
新
し
い
枠

組
み
で
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
に
備
え
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
元
気
で
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
の
制

度
改
正
で
す
。
 

【これまで】 【平成18年4月1日から】 

要介護5 要介護5
介護保険の介護サービス 

（介護給付） 要介護4 要介護4

要介護3 要介護3

要介護2 要介護2

要介護1 要支援2要介護1

要支援 要支援1

非該当 非該当 

介護保険の介護予防サービス 
（新予防給付） 

町がおこなう介護予防サービス 
（介護予防事業） 

①
介
護
を
「
予
防
」
す
る
新
し
い
取
り
組
み
が
始

　
ま
り
ま
す
 

　
軽
度
の
要
介
護
者
に
対
し
、
状
態
の
改
善
に
向

け
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護

予
防
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

 ②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
創
設
さ
れ
ま
す
 

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
拠
点
と
な
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
総
合

的
に
支
援
し
ま
す
。
 

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
お
こ
な
う
お
も
な

　
事
業
 

○
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

　
介
護
予
防
対
象
者
の
選
定
や
介
護
予
防
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
策
定
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

○
総
合
相
談
・
支
援
 

　
介
護
保
険
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度

や
地
域
資
源
を
利
用
し
た
総
合
的
な
支
援
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

○
権
利
擁
護
、
虐
待
早
期
発
見
･
防
止
 

　
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
や
財
産
を
守
る
権
利

擁
護
虐
待
防
止
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
成
年
後
見

制
度
の
活
用
や
虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
 

○
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
の
構
築
や
困
難
事
例
に
対
す
る
助
言
等
を
お
こ

　
な
い
ま
す
。
 

           

 ③
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
 

　
認
知
症
を
は
じ
め
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
（
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
な
ど

を
充
実
さ
せ
、
在
宅
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
 

 ④
保
険
料
や
制
度
運
営
が
見
直
さ
れ
ま
す
 

　
保
険
料
の
細
分
化
を
図
り
、
低
所
得
の
人
に
配

慮
し
た
新
し
い
段
階
設
定
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
要
介
護
認
定
事
務
の
見
直
し
や
保
険
者

の
権
限
の
強
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
な
ど
、

制
度
運
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。
 

    　
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
介
護
予
防

を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

に
と
も
な
い
、
認
知
症
の
自
立
度
や
廃
用
（
体
を

動
か
さ
な
い
た
め
に
、
筋
肉
の
お
と
ろ
え
に
よ
っ

て
、
全
身
の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
）
の
程
度
な

ど
か
ら
、
下
図
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
要
介
護

１
の
状
態
の
人
が
要
介
護
１
と
要
支
援
2
に
分
け

ら
れ
、
要
介
護
状
態
の
区
分
に
応
じ
て
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

                        　
現
在
、
交
付
し
て
い
る
介
護
保
険
被
保
険
者
証

（
介
護
保
険
証
）
は
、
有
効
期
限
が
3
月
31
日
f

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
4
月
か
ら
制
度
改
正
に
あ

わ
せ
た
新
し
い
介
護
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

　
新
し
い
保
険
証
は
、
現
在
保
険
証
を
お
持
ち
の

す
べ
て
の
人
に
送
付
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
3
月
31
日
を
過
ぎ
て
も
、
新
し
い
保
険

証
が
お
手
元
に
届
く
ま
で
は
、
現
在
お
使
い
の
保

険
証
は
有
効
で
す
。
 

　
詳
し
い
制
度
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

高
齢
者
の
お
ら
れ
る
世
帯
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に

よ
り
周
知
す
る
予
定
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
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の
っ
て
こ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）
は
、
バ
ス
交
通

を
生
か
し
た
よ
り
便
利
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
交
通
不
便
地
域
の
解
消
と
公
共
施
設
へ
の
足

の
確
保
を
目
的
に
、
平
成
１６
年
4
月
か
ら
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
み
な

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
内
の
全
世

帯
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
も
と
に
、
平
成
１７
年
7
月
か
ら
新
運
行
内
容

に
改
め
ま
し
た
。
 

　
今
号
で
は
、
新
運
行
開
始
か
ら
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
今
後
の
運
行
内
容
の
見
直

し
に
向
け
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

　
平
成
16 
年
4
月
の
運
行
開
始
以
来
、
平
成
17 
年

12 
月
ま
で
の
乗
客
数
は
、
東
ル
ー
ト
で
１
8
，
１

8
8
人
、
西
ル
ー
ト
で
2
6
，
１
１
0
人
と
な
り
、

合
計
4
4
，
2
9
8
人
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
新
運
行
開
始
か
ら
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
平
成

17 
年
7
月
か
ら
12 
月
ま
で
の
6
か
月
間
で
、
東
ル

ー
ト
で
6
，
１
3
１
人
の
利
用
が
あ
り
、
平
均
で

１
か
月
当
た
り
約
１
，
0
0
0
人
、
１
循
環
当
た

り
3
・
7
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
西
ル
ー
ト
で
は
１
2
，
１
4
3
人
の
利

用
が
あ
り
、
平
均
で
１
か
月
当
た
り
約
2
，

0
0
0
人
、
１
便
当
た
り
3
・
7
人
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。
 

　
昨
年
の
同
時
期
（
旧
運
行
）
と
比
較
す
る
と
 

（
下
図
参
照
）
、
乗
客
数
で
は
東
ル
ー
ト
で
約
１
・

2
倍
（
5
，
１
4
9
人
↓
6
，
１
3
１
人
）
、
西

ル
ー
ト
で
は
約
2
・
2
倍
（
5
，
4
4
4
人
↓
１

2
，
１
4
3
人
）
に
増
え
、
１
便
当
た
り
の
平
均

乗
客
数
で
も
、
両
ル
ー
ト
で
約
１
・
１
倍
（
東
ル

ー
ト
‥
3
・
5
人
↓
3
・
7
人
、
西
ル
ー
ト
‥
3
・

3
人
↓
3
・
7
人
）
に
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
１
便
当
た
り
の
平
均
乗
客
数
は
、
新
運
行
内
容

で
両
ル
ー
ト
と
も
運
行
便
数
を
増
便
（
東
ル
ー
ト

‥
8
循
環
↓
9
循
環
、
西
ル
ー
ト
‥
9
便
↓
18 
便
）

し
た
た
め
、
乗
客
数
の
増
加
に
比
べ
て
微
増
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

   　
の
っ
て
こ
バ
ス
は
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

　
今
後
も
、
バ
ス
交
通
の
充
実
に
向
け
て
、
の
っ

て
こ
バ
ス
を
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

の
っ
て
こ
バ
ス
の
 

運
行
実
績
 

12月 

平成16年 
旧運行 

平成17年 
新運行 

11月 10月 9月 

巡回バス（西ルート）運行実績 

8月 7月 

2,500人 

2,000

1,500

1,000

500

0

881 931 871 873
972 916881 931 871 873 916

2,308

1,906

2,217

1,930

2,167

1,615

12月 11月 10月 9月 8月 7月 

平成16年 
旧運行 

平成17年 
新運行 

巡回バス（東ルート）運行実績 

0

200

400

600

800

1,000

1,200人 
1,087 1,095

962

1,001 1,0431,043
1,139

943

823
769738

846834

　障害者自立支援法の施行により、
4月からこれまで支援費制度や更生
医療・精神通院医療などの制度を利
用されていた人は、役場で新制度利
用の手続きが必要となります。 
　現在、対象となるサービスを利用
している人には、個別に案内をして
いますので、ご確認ください。 
 
 
 
身体障害者・知的障害者・精神障害者・
障害児 
 
 
 
①障害福祉サービス 
・ホームヘルプサービス 
・デイサービス 
・ショートステイ 
・グループホーム 
・施設入所・通所支援 
②自立支援医療費 
・更生医療 
・精神通院医療 
・育成医療（申請先は、京都府山城
　北保健所） 
 
 
 
　サービスを利用すると、原則とし
て1割負担となります。ただし、所得
に応じて負担上限額が決められてい
ます。また、低所得者への減免制度
など負担が大きくなりすぎないよう
に配慮しています。 
　4月からサービスにかかる自己負担
額が変わりますので、申請手続きが
まだの人は、社会福祉課の窓口で手
続きをしてください。 
 障害者自立支援法について、ご不明
な点がありましたら社会福祉課へお
問い合わせください。 

はじまります  
障害者自立支援法 

対象となる人 

対象となるサービス 

利用者負担 
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1
年
間
よ
ろ
し
く
 

　
　
お
願
い
し
ま
す
 

新しい自治会長が決まりました 
　
平
成
18
年
の
自
治
会
長
が
決
ま
り
、
2
月
12
日
に
開
か
れ
た
自
治
会
長

会
で
、
坂
本
町
長
か
ら
委
嘱
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
各
自
治
会
の
代
表
者
で
あ
る
自
治
会
長
は
、
非
常
勤
の
特
別
職
と
し

て
、
町
政
の
推
進
な
ど
を
は
じ
め
、
自
治
会
と
町
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
1
年
間
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
 

  　
久
御
山
町
で
は
、
現
在
、
町
内
に
は
39
の
自
治

会
（
御
牧
校
区
14 
、
佐
山
校
区
14 
、
東
角
校
区
11  
）

が
あ
り
、
各
自
治
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
は
も
と
よ
り
、
防
災
へ
の
備
え
や
防
犯
へ
の
地

域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
、
さ
ら
に
地
域
福
祉
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
環
境
衛
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
地
域
福
祉
の
向
上

や
防
災
・
防
犯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
に
、

自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
社
会
の
果
た
す
役

割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
地
域
の
活
動
や
防
災
資
器
材
の
整
備
、

活
動
拠
点
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
と

行
政
が
協
力
し
、
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
の
形

成
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
自
治
会
へ
の
加
入
や
新
た
な
組
織
の
設
立
な
ど
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
企
画
財
政
課
 

平成18年久御山町自治会長　＝敬称略＝ 

川 口 文 三  大 橋 辺  
自 治 会 名  自 治 会 長 氏 名  

◎ 中 村 　 稔  北 川 顔  
○ 長 谷 川 　 芳 　 一  藤 和 田  

田 中 　 悟  近 協 パ レ ス  
曽 束 竹 司  島 田  
作 田 　 定  東 島 田  
加 藤 浩 士  坊 之 池  
明 主 　 勉  中 島  
平 野 義 和  西 一 口  
澤 野 好 夫  東 一 口  
岡 本 憲 治  相 島  
小 森 保 豊  森 
西 村 正 利  野 村  
山 中 健 治  村 東  

奥 野 剛 延  佐 山  

◎ 
野 田 忠 志  佐 古  

○ 

木 村 武 司  市 田  
田 井 義 泰  田 井  
小 笹 豊 和  下 津 屋  

津 田 電 社 宅  
　 木 春 義  荒 見  
澤 　 田 　 諫 三 朗  新 開 地  
上 坂 和 義  松 陽 台  
立 　 石 　 三 枝 子  下 津 屋 団 地  
波 多 野 　 　 　 修  サ ン タ ウ ン 佐 山  
岡 田 忠 彦  鈴 間  
倉 田 一 雄  下 津 屋 サ ン ハ イ ツ  
山 下 雅 也  佐 山 サ ン ハ イ ツ  

石 田 英 昭  清 水  

◎ 

◎校区代表、○副校区代表 

今 村 光 伸  林 

○ 

中 村 　 夫  栄 1 ・ 2 丁 目  
児 玉 吉 弘  栄 3 ・ 4 丁 目  
四 戸 　 清  ミ サ ワ 林  
山 田 　 愛  東 佐 山 団 地  
牧 田 　 理  ハ イ ツ 西 宇 治  
井 川 仁 志  久 御 山 団 地  
滝 沢 　 泉  西 武 西 林  
馬 道 誠 司  籾 池  
山 根 康 照  双 栗  

御
　
牧
　
校
　
区
 

佐
　
山
　
校
　
区
 

東
　
角
　
校
　
区
 

堀 井 泰 　  



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

防災会議（2月9日・役場庁舎5階コンベンション 
ホール） 

PTA子ども居場所づくり事業ドッジボール交流会 
（2月4日・総合体育館） 
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木津川サイクリングロードなど 

ゴールをめざして力走 

第16回くみやまマラソン 

　1月29日、快晴のなか役場を発着点に第16回くみやま

マラソンがおこなわれました。 

　久御山中学校陸上部の寺井選手と尾崎選手が選手宣誓し

たあと、東は千葉県、西は岡山県まで全国各地から集まっ

た1,565人が、マラソンの部とジョギングの部に参加し、

ゴールをめざしました。 

　ゴール地点では、今年も久御山産の野菜がいっぱい入っ

た豚汁が振る舞われ、走り終えたランナーで長蛇の列がで

きていました。 

3kmのスタート 

みんなで準備体操 選手宣誓する寺井選手（左）と尾　選手 各種目上位入賞者 
種　　目 1位（タイム）  

松原浩一郎・雄太 

浜野　秀 

近藤　有依 

戸松　健太朗 

辻井　美智子 

新庄　浩太 

福永　恵里 

尾茂　宏昭 

永井　恒 

坂井　範子 

竹内　美雪 

木村　俊太 

石橋　麻衣 

今西　智信 

山　　信明 

古野　修 

水木　克尚 

梅田　宣喜 

岡安　由起子 

渡辺　直美 

 

 

1.5kmファミリーペア 

3km小学生男子 

3km小学生女子 

3km中・高校生男子 

3km中・高校生女子 

5km中・高校生男子 

5km中・高校生女子 

5km一般男子（18歳～49歳） 

5km一般男子（50歳以上） 

5km一般女子（18歳～49歳） 

5km一般女子（50歳以上） 

10km中・高校生男子 

10km中・高校生女子 

10km一般男子（18歳～29歳） 

10km一般男子（30歳代） 

10km一般男子（40歳代） 

10km一般男子（50歳代） 

10km一般男子（60歳以上） 

10km一般女子（18歳～49歳） 

10km一般女子（50歳以上） 

 

（05：28） 

（10：33） 

（11：16） 

（09：36） 

（10：27） 

（15：41） 

（17：19） 

（16：31） 

（17：26） 

（20：00） 

（20：58） 

（33：13） 

（36：43） 

（33：48） 

（34：42） 

（34：10） 

（33：59） 

（40：37） 

（41：52） 

（42：42） 

 

2位（タイム）  

山野勉・俊一朗 

永井　雅也 

坂井　晴香 

田村　裕樹 

前田　浩唯 

児子　侑樹 

近藤　好 

花澤　篤史 

前田　信男 

柴田　麻希 

福山　園子 

藤田　悠平 

川　　瑞紀 

藤井　大 

保田　直哉 

杉本　敦 

小西　健雄 

山崎　勝弘 

横井　満恵 

高木　佳江子 

 

 

（05：47） 

（10：35） 

（11：17） 

（09：43） 

（10：47） 

（16：16） 

（17：30） 

（16：32） 

（17：46） 

（21：14） 

（24：05） 

（33：54） 

（47：24） 

（35：34） 

（34：52） 

（35：21） 

（37：21） 

（40：39） 

（44：22） 

（45：37） 

3位（タイム）  

清原誠・陸 

森本　賢司 

朝日　美帆 

野村　卓矢 

五島　楓 

尾　　文彦 

畑　夏美 

小平　倫大 

西脇　正美 

山田　朋子 

海老名　典子 

寺井　比呂太 

東　瑠美 

杉本　亮 

金田　隆史 

松本　実 

北出　吉弘 

後藤　健介 

石倉　ミキ 

渡辺　恵子 

 

（05：49） 

（10：52） 

（11：18） 

（09：45） 

（10：56） 

（16：29） 

（17：36） 

（16：47） 

（18：44） 

（21：43） 

（25：11） 

（34：16） 

（47：52） 

（36：09） 

（36：09） 

（36：20） 

（37：39） 

（41：17） 

（45：03） 

（46：37） 

 



大人チャレンジ教室（2月17日・中央公民館） 

佐山小学校 玉田神社 

かしこいクルマの使い方 

公共交通と環境問題を考える 園児も一緒に鬼退治 

京滋バイパス合
同防災訓練 

（2月9日・旧京
滋バイパス管理

事務所） 

1月15日から2月14日までの受付分（敬称略） 

節分祭 

　2月3日、森の玉田神社（野口重典宮司）で節分祭がお

こなわれました。この日は、御牧保育所の5歳児が招かれ、

野口宮司から枡に入った豆をもらい、宮総代や参拝に訪れ

た人たちと一緒に、大きなこん棒をもった赤鬼に「鬼は外、

福は内」と元気に豆まきをしました。 

　途中で逃げ回る鬼の髭や、わらで作った蓑が落ちるハプ

ニングもあり、最初は怖がっていた園児も、最後は元気い

っぱいの笑顔で鬼退治をしました。 
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　2月3日、佐山小学校の5年生の授業で「かしこいクル

マの使い方を考えるプロジェクト京都」がおこなわれ、車

が排出する二酸化炭素や社会の仕組みなどを学びました。 

　このプロジェクトは、子どもたちに地域の交通・バスの

走る意味や、バスが環境にもたらす影響を考えてもらおう

と、国交省近畿運輸局、府交通対策課、町都市計画課が共

催。これまでに、のってこバスの体験乗車や交通手段別二

酸化炭素排出量の比較などをおこない、この日は、大阪大

学大学院の松村助教

授を講師に招き、交

通すごろくを例に、

車が環境に与える影

響と地域の人たちや

地球環境を大切にし、

誰もが住みやすい久

御山町をつくること

を学びました。 電車・バスと車カードを使った交通すごろく 

慎
也
・
衣
津
美
 

健
一
・
美
樹
 

大
輔
・
真
紀
 

正
史
・
惠
美
 

　
収
・
久
美
 

英
紀
・
博
子
 

三
仁
・
暁
子
 

龍
則
・
美
佳
 

利
記
・
由
美
 

 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

伊
吹
　
雅
人
 

中
島
　
雄
平
 

　
林
 

下
津
屋
 

大
橋
辺
 

北
川
顔
 

島
　
田
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

佐
　
古
 

　
〃
 

　
栄
 

石
原
煌
ノ
介
 

南
　
　
和
花
 

横
関
　
悠
人
 

久
岡
　
花
夢
 

坂
本
　
　
佑
 

相
川
　
真
那
 

松
本
　
咲
良
 

山
田
　
柊
哉
 

笠
井
　
雄
斗
 

こ
う
 

妻
の
氏
名
 

伊
吹
　
美
香
 

中
島
　
麻
矢
 

鬼は外、福は内 

ひげ　　　　　　　　　　　　　　　　みの 

ます 

ミンの人生に幸せの実がたくさん成り

ます様に。 

林　父 順司さん・母 知亜希さんの

長男（平成17年3月26日生） 

佐原　みな実くん 
さ はら　　　　　　み 

　の
　す
け
 

　の
の
か
 

ゆ
う
　と
 

　か
　の
ん
 

　
　
ゆ
う
 

　ま
　
な
 

さ
く
　ら
 

し
ゅ
う
　
や
 

ゆ
う
　と
 

 

福祉講演会（2月15日・ゆうホール） 
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町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
13
年

度
に
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
久
御
山
セ
ー

ビ
ン
グ
〈
節
約
〉
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
役
場
庁
舎
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
号
で
は
、
平
成
17
年
度
上
半
期
の
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
〈
節
約
〉 

プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
結
果 

平
成
１７
年
度
上
半
期
（
4
〜
9
月
）
 

久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ〈
節
約
〉
 

プ
ラ
ン
と
は
 

取
り
組
み
結
果
 

主
な
取
り
組
み
 

　
平
成
12 
年
度
を
基
準
年
と
し
、
平
成
14 
年
度
か

ら
18 
年
度
ま
で
の
5
年
間
に
役
場
庁
舎
、
出
先
機

関
、
7
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
を
含
め
た
す
べ
て

の
施
設
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
（
二
酸

化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
一
酸
化
二
窒
素
、
ハ
イ
ド
ロ

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）
を
3
㌫
削
減
す
る
こ
と
や

用
紙
類
の
使
用
量
抑
制
・
紙
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
等

の
取
り
組
み
を
実
践
す
る
計
画
を
い
い
ま
す
。
 

  　
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
１
，
0
6
9
・
8
7

㌧
（
C
O
換
算
）
、
前
年
度
と
比
べ
約
2
・
72
㌫

の
減
、
光
熱
費
約
１
7
3
万
円
を
節
約
 

　
平
成
17 
年
度
上
半
期
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出

量
は
１
，
0
6
9
・
8
7
㌧
（
C
O
換
算
）
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
約
2
・
72
㌫
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
 

　
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
の
う
ち
99
㌫
以
上
を

占
め
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
で
は
、
平
成
17 
年

度
上
半
期
は
１
，
0
6
4
・
4
3
㌧
（
C
O
換
算
）

と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
29
・
97
㌧
（
C
O
換
算
）

約
2
・
74
㌫
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
主
な
要
因
は
、
執
務
室
の
照
明
を
始
業
時
か
ら

点
灯
す
る
こ
と
や
昼
休
み
の
半
消
灯
、
直
近
階
へ

の
移
動
時
の
階
段
利
用
の
徹
底
、
室
内
の
適
温
化

に
よ
る
空
調
設
備
の
適
正
運
転
な
ど
の
日
常
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
特
に
電
力
を
消
費
し
や
す
い

夏
場
の
電
気
使
用
量
が
昨
年
と
比
べ
て
減
少
し
た

こ
と
や
役
場
庁
舎
内
の
使
用
電
力
量
を
補
う
た
め

の
電
力
供
給
施
設
の
効
率
的
な
運
転
に
よ
り
、
電

気
使
用
量
が
7
，
6
１
8
Ｋ
ｗ
ｈ
（
１
・
7
㌫
）
、

液
化
天
然
ガ
ス
使
用
量
が
4
，
2
8
2
㎏
（
9
・

0
㌫
）
減
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
経
済
効
果
と
し
て
、
原
油
価
格
の
値
上

が
り
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
燃
料
費
が
増
え

ま
し
た
が
、
全
体
で
は
前
年
度
と
比
べ
約
１
7
3

万
円
の
支
出
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

  ①
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
関

　
す
る
情
報
公
開
お
よ
び
温
暖
化
対
策
（
省
エ
ネ

　
対
策
）
の
啓
発
を
実
施
 

　
　
「
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
」
の
平
成
16  
 

　
年
度
の
取
り
組
み
結
果
の
報
告
等
を
公
開
し
ま

　
し
た
。
 

　
　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
大
す
る
夏

　
場
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
、
広
報
紙

　
で
啓
発
を
し
ま
し
た
。
 

②
「
省
エ
ネ
対
策
学
習
会
」
の
開
催
 

　
　
「
は
じ
め
よ
う
エ
コ
ラ
イ
フ
」
を
テ
ー
マ
に

　
環
境
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
、
京
都
府
地
球
温
暖

　
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
環
境
家
計

　
簿
の
評
価
や
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
対
策
の
情

　
報
提
供
、
活
動
の
相
談
、
モ
ニ
タ
ー
同
士
の
意

　
見
・
情
報
交
換
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

③
地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
 

　
　
住
民
を
対
象
に
、
「
地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ

　
ナ
ー
」
を
開
き
、
温
暖
化
対
策
（
＝
省
エ
ネ
対

　
策
）
の
意
識
付
け
を
図
り
ま
し
た
。
 

④
家
庭
向
け
地
球
温
暖
化
対
策
の
実
践
 

　
（
環
境
家
計
簿
の
配
布
）
 

　
　
省
エ
ネ
対
策
や
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
心
が

　
あ
り
、
ま
ず
は
身
近
な
こ
と
か
ら
実
践
し
て
い

　
き
た
い
と
い
う
住
民
の
み
な
さ
ん
に
環
境
家
計

　
簿
を
配
布
し
ま
し
た
。
 

　
　
ま
た
、
省
エ
ネ
対
策
な
ど
へ
の
取
り
組
み
に

　
賛
同
さ
れ
、
行
政
と
一
緒
に
取
り
組
ま
れ
る
人

　
を
環
境
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
現
在
12 
人
が
登
録

　
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

⑤
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
の
委
嘱
 

　
　
平
成
17 
年
4
月
１
日
か
ら
2
年
間
、
地
球
温

　
暖
化
の
推
進
活
動
に
関
す
る
指
導
・
助
言
、
情

　
報
提
供
な
ど
の
協
力
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑

　
制
の
た
め
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
お
こ
な

　
う
施
策
に
必
要
な
協
力
を
す
る
地
球
温
暖
化
防

　
止
活
動
推
進
員
と
し
て
、
町
内
か
ら
4
人
を
委

　
嘱
し
ま
し
た
。
 

⑥
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

　
「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
」
の
実
施
 

　
　
6
月
15 
日
か
ら
9
月
30
日
の
期
間
中
、
適
正

　
冷
房
（
28
℃
設
定
）
の
実
施
や
職
場
で
の
軽
装

　
の
奨
励
に
努
め
ま
し
た
。
 

2

2

2 2

平成17年度上半期温室効果ガス総排出量 

課・施設別の温室効果ガス総排出量 

二酸化炭素 CO2 1,064.43

温室効果ガス総排出量（外郭団体含む） 1,069.87 100.00

99.49

メ　タ　ン CH4 0.04 0.00 

 
一酸化二窒素 N2O 1.44 0.14

ハイドロフルオロカーボン HFC 3.96 0.37

排出量（t-CO2） 
温室効果ガス内訳 （％） 

二酸化炭素換算 

役場庁舎 
28%

その他 
22%

浄水場 
16%

東角小学校 
5%

消防庁舎 
4%

総合体育館 
4%

中央公民館 
4%

水道課 PC 
4%

佐山小学校 
3%

ゆうホール 
10%



エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

A
現
状
で
は
困
難
で
す
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A
新
聞
を
未
購
読
の
世
帯
に
は
 

配
達
し
ま
す
 

 

Q
広
報
紙
は
ど
こ
で
も
ら
え
ま
す
か
 

Q
の
っ
て
こ
バ
ス
を
 

増
発
し
て
く
だ
さ
い
 

 

①
「
ノ
ー
・
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
の
実
施
 

　
　
住
民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
て

　
い
く
立
場
と
し
て
、
昨
年
9
月
か
ら
毎
月
１
回
、

　
第
１
水
曜
日
を
「
ノ
ー
・
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
と

　
位
置
付
け
、
職
員
の
自
動
車
通
勤
の
自
粛
を
実

　
施
し
て
い
ま
す
。
 

②
冬
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

　
「
ウ
ォ
ー
ム
・
ビ
ズ
」
の
実
施
 

　
　
冬
の
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、
暖
房
設
定
温
度

　
を
20
℃
か
ら
19 
℃
に
下
げ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

　
削
減
に
取
り
組
み
、
着
衣
の
工
夫
に
よ
る
防
寒

　
対
策
「
ウ
ォ
ー
ム
・
ビ
ズ
」
を
11 
月
か
ら
3
月

　
ま
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
昨
年
2
月
16 
日
に
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
の

「
京
都
議
定
書
」が
発
効
し
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
 

　
こ
の
議
定
書
の
中
で
、
日
本
は
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
１

2
年
の
間
に
１
9
9
0
年
比
で
6
㌫
削
減
す
る
こ

と
を
公
約
し
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
2
0
0
3
年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
基
準
年
と
比
べ
8
㌫
上
回
り
、
公

約
を
達
成
す
る
に
は
、
14 
㌫
の
削
減
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
特
に
家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

は
、
基
準
年
と
比
べ
29
㌫
も
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
環
境
保
全
課
で
は
、
家
庭
生
活
か
ら
出
る
二
酸

化
炭
素
の
量
を
記
録
し
、
環
境
へ
の
負
荷
量
の
収

支
計
算
を
家
計
簿
の
よ
う
に
で
き
る
も
の
と
し
て

環
境
家
計
簿
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
電
気
や
ガ
ス
、

自
動
車
な
ど
家
庭
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
を
把
握

し
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

 

   　
新
聞
を
と
っ
て
い
な
い
人
は
、
広
報
紙
を
役
場

ま
で
取
り
に
行
く
し
か
方
法
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
女
性
）
 

  　
広
報
く
み
や
ま
は
、
新
聞
折
り
込
み
で
各
ご
家

庭
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い

な
い
ご
家
庭
へ
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
、
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
広
報
行
政

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
広
報
く
み
や
ま
は
、
役
場
以
外
に
も
町

の
各
施
設
（
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
、
い
き

い
き
ホ
ー
ル
、
荒
見
苑
な
ど
）
に
置
い
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
広
報
行
政
課
】
 

   　
の
っ
て
こ
バ
ス
の
西
ル
ー
ト
の
第
１
便
は
、
ジ

ャ
ス
コ
午
前
6
時
53
分
発
で
す
。
次
は
8
時
27
分

ま
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ぼ
１
時
間
半
後
で
な
い
と

次
発
の
バ
ス
が
な
い
と
い
う
の
は
、
通
学
・
通
勤

に
利
用
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
大
変
不
便
で
す
。

　
第
１
便
が
淀
駅
に
到
着
後
、
折
り
返
し
ま
で
に

30
分
の
待
機
時
間
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
見
直
し
、

せ
め
て
あ
と
１
本
の
増
発
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
最
終
便
は
、
淀
発
が
午
後
6
時
20
分
で

す
が
、
せ
め
て
7
時
台
に
も
う
１
本
増
発
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
。
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
利
用
で
き

な
い
者
に
と
っ
て
は
、
路
線
バ
ス
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
早
期
実
現
を
希
望
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  　
の
っ
て
こ
バ
ス
の
運
行
内
容
は
、
町
内
の
全
世

帯
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
住
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
も
と
に

検
討
し
ま
し
た
。
 

　
朝
夕
の
運
行
時
間
帯
の
拡
大
や
運
行
便
数
の
増

な
ど
、
で
き
る
限
り
通
勤
や
通
学
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
 

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
西
ル
ー
ト
の
第
１
便
か
ら

次
の
便
ま
で
約
１
時
間
半
の
間
隔
が
あ
り
、
第
１

便
の
京
阪
淀
駅
で
の
待
機
時
間
が
27
分
生
じ
て
い

ま
す
が
、
交
通
規
制
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

で
き
る
限
り
便
利
な
運
行
内
容
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
 

　
最
終
便
の
午
後
7
時
台
の
運
行
に
つ
き
ま
し
て

も
、
現
状
の
枠
組
み
の
な
か
で
は
困
難
で
す
。
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

  　
　
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か
 

　
せ
て
い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
で
す
。
 

　
　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
 

　
い
。
 

現
在
の
取
り
組
み
 

環
境
家
計
簿
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

料金・費用 

電 気  

液化天然ガス 

液化石油ガス 

灯 　 油  

Ａ 重 油  

ガ ソ リ ン  

軽 　 油  

合 計  

41,221,149円 

6,162,728円 

 2,057,054円 

135,825円 

0円 

1,407,845円 

1,436,087円 

52,420,688円 

43,026,370円 

6,247,817円 

 2,272,042円 

143,649円 

0円 

1,174,511円 

1,290,042円 

54,154,431円 

▲1,805,221円 

▲85,089円 

▲214,988円 

▲7,824円 

0円 

233,334円 

146,045円 

▲1,733,743円 

平成16年度 
上半期分 （Ａ） 

平成17年度 
上半期分 （B） 

（Ｂ）－（Ａ） 

燃料使用状況の推移 

電 気 使 用 量  

液化天然ガス 

液化石油ガス 

灯 油  

Ａ 重 油  

ガ ソ リ ン  

軽 油  

kwh 

kg 

kg 

L 

L 

L 

L

2,203,613 

61,491 

12,748 

2,120 

0 

10,647 

14,011

kwh 

kg 

kg 

L 

L 

L 

L

2,247,938 

67,378 

12,075 

2,580 

0 

10,116 

14,119

kwh 

kg 

kg 

L 

L 

L 

L

▲44,325 

▲5,887 

673 

▲460 

0 

531 

▲108

% 

% 

% 

% 

% 

% 

%

98.03 

91.26 

105.57 

82.17 

0 

105.25 

99.24

平成16年度 
上半期分 （Ａ） 

平成17年度 
上半期分 （B） 

使用量・排出量増減 
（Ｂ）－（Ａ） 

比較 
（Ｂ）／（Ａ） 
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　「下津屋南」バス停は、平成16年4月の「のってこバス
（巡回バス）」の運行開始当初からのバス停で、周囲に田
畑が広がる中にぽつんとありますが、下津屋の旧集落に最
も近接しています。 
　このバス停から南東に300㍍歩くと室城神社があります。 
　奈良時代、山城一円に疫病が流行したため、聖武天皇が
疫病退散の祈願に、天王山麓の宝寺（宝積寺・大山崎町）
を参詣した後、室城神社に弓矢を奉納されたと伝えられて
います。 
　以来、室城神社では、弓と矢を形どった餅をつくり、氏
子や参詣人に配って、疫病除けのまじないとしています。
矢の形をしていることから矢形餅と名付けられ、毎年3月
6日に「矢形餅の神事」がおこなわれています。 
　この餅を食べれば疫病除けになるということから、かつ
ては奪い合いが起こるほど盛況で、露店も出てにぎわいま
した。近年は参詣する人も少なくなりましたが、神事は簡
素化することもなく続けられています。 
問い合わせ／都市計画課 

バス停シリーズ 

「下津屋南」 

9

　町内の「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリー
ズで紹介しています。 
　各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが
使いやすい形で巡回バスをご利用いただきたい、と考えて
います。 
　今回は「下津屋南」バス停です。 

見
え
ま
す
か
？
 

あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
 

 

広報くみやま 平成18年3月1日 

室城神社の『矢形餅の神事』 

               ○
働
き
続
け
た
い
か
ら
…
 

　
結
婚
か
仕
事
か
と
い
う
二
者
択
一
を
し
な
い
女

性
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
働
く
の
は
経
済
的
自
立
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
た
め
、
自
分
を
成
長

さ
せ
た
い
…
…
な
ど
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
。
 

　
け
れ
ど
も
働
き
つ
づ
け
る
女
性
の
前
に
立
ち
ふ

さ
が
る
「
家
事
」「
育
児
」「
介
護
」
な
ど
、
家
庭

責
任
と
い
う
厚
い
壁
は
徐
々
に
薄
く
は
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
取
り
払
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
お
手
伝
い
で
は
な
く
分
担
し
た
い
で
す
よ
ね
。
 

家
事
も
責
任
も
…
。
 

○
楽
し
く
暮
ら
し
た
い
か
ら
…
 

　
女
だ
か
ら
、
主
婦
だ
か
ら
、
子
育
て
し
て
る
間

は
…
と
、
自
ら
の
暮
ら
し
方
を
縛
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
 

　
家
事
を
一
人
前
に
や
っ
て
、
も
し
ゆ
と
り
が
あ

れ
ば
家
族
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
範
囲
で
…
な
ん

て
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
 

　
も
っ
と
あ
な
た
自
身
を
主
体
的
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
認
め
合

い
、
助
け
合
っ
て
楽
し
く
暮
ら
し
た
い
で
す
ね
。
 

○
つ
な
が
り
を
大
切
に
…
 

　
自
治
会
や
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
地
域
活

動
、
文
化
サ
ー
ク
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
 

　
世
の
中
、
男
と
女
は
半
分
ず
つ
。
地
域
の
ふ
れ

あ
い
や
子
育
て
も
半
分
ず
つ
分
か
ち
合
い
た
い
で

す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
支
え

合
う
な
か
で
、
地
域
で
の
つ
な
が
り
は
ま
す
ま
す

広
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
 

                    
     

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
号
を
も
っ
て
終
わ
り
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】
 

さんけい 

もち 

家事の主な担当者 

1.00

0.50

0.69

0.45

ー0.36

ー0.81

0.67
0.55

0.32

ー0.09

0.74

0.50

ー0.12

ー0.13

ー0.16
ー0.41

ー0.84
ー0.91ー0.92 ー0.72

0.00

ー0.50

ー1.00

1.00

0.50

0.00

ー0.50

ー1.00
共働き 準共働き 専業主婦・主夫 その他 配偶者なし 共働き 準共働き 専業主婦・主夫 その他 配偶者なし 

ごみ出し 

ー0.47 ー0.47

女性 男性 

※「主に自分」を（＋1）、「自分と配偶者が同じくらい」を（0）、「主に配偶者・その他の 
　家族」を（－1）として、平均値を算出 

　
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
り
、
働
く
女
性
が
多
 

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
女
性
は
あ
い
か
わ
 

ら
ず
家
事
の
主
な
担
い
手
で
あ
り
、
働
く
女
性
 

は
„
家
事
も
仕
事
も
“
と
負
担
が
大
き
く
な
っ
 

て
い
ま
す
。
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点検商法 

　
「
無
料
点
検
で
す
」
と
業
者
が
訪
問
し
て
き
た

経
験
の
あ
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
悪
質
な
業

者
の
場
合
、
無
料
点
検
だ
と
い
っ
て
、
瓦
や
床
下
、

水
道
な
ど
を
点
検
す
る
ふ
り
を
し
、
偽
り
の
悪
い

検
査
結
果
を
突
き
つ
け
て
、
消
費
者
の
不
安
を
あ

お
り
ま
す
。
羽
毛
布
団
の
点
検
と
い
い
、
ダ
ニ
が

い
る
か
ら
と
新
し
い
布
団
を
契
約
さ
せ
て
古
い
も

の
を
持
ち
帰
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。
 

　
主
に
消
費
者
で
は
判
断
で
き
な
い
よ
う
な
、
専

門
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の
を
対
象
に
、
「
こ
の

ま
ま
放
置
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
「
早
急

に
工
事
が
必
要
だ
。
今
す
ぐ
契
約
す
る
と
安
く
で

き
ま
す
よ
」
な
ど
と
か
た
り
契
約
を
取
り
付
け
ま

す
。
 

　
手
口
の
な
か
に
は
、
瓦
の
点
検
か
ら
雨
漏
り
の

可
能
性
が
あ
る
と
不
安
が
ら
せ
、
床
下
ま
で
湿
気

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
点
検
す
る
振
り
を
し
、

結
局
、
屋
根
の
工
事
、
床
下
の
換
気
扇
の
設
置
な

ど
、
次
々
と
工
事
の
契
約
を
さ
せ
る
業
者
も
い
ま

す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
訪
問
販
売
の
契
約
は
、
特
定
商
取

引
法
の
対
象
と
な
る
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

等
を
記
載
し
た
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
8
日
以

内
は
無
条
件
で
解
約
が
で
き
ま
す
。
布
団
の
場
合
、

す
ぐ
に
解
約
を
申
し
出
て
も
、
「
使
用
し
た
た
め

解
約
で
き
な
い
」
と
業
者
に
解
約
を
妨
害
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
布
団
は
消
耗
品
に
は
該
当

し
な
い
の
で
使
用
し
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
も
、

不
実
告
知
等
が
あ
れ
ば
契
約
の
取
り
消
し
が
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
万
が
一
契
約
し
て
し
ま
っ

た
ら
す
ぐ
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪

質
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
も
点
検
商
法
の
一
つ
で
す
。

　
被
害
者
が
高
齢
者
や
判
断
不
十
分
者
の
場
合
、

悪
質
業
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
、
次
々
と
契
約

を
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
高

齢
者
等
の
場
合
、
日
ご
ろ
か
ら
周
り
の
人
が
気
を

配
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
成
年
後
見
制
度
（
後
見

人
等
は
代
理
権
、
取
消
権
を
持
つ
）
の
検
討
も
必

要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

 　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
産
業

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
「
消
費
生
活
週
末
（
土
・
日
）
電
話
相
談
」
を
 

　
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
1
0
7
5
（
2
5
7
）
9
0
0
2
 

　
相
談
日
時
／
土
曜
・
日
曜
　
午
前
10 
時
〜
午
後

　
4
時
ま
で
 

 

カ
イ
ツ
ブ
リ 

（
カ
イ
ツ
ブ
リ
目
カ
イ
ツ
ブ
リ
科
） 

　
平
地
か
ら
山
地
の
湖
沼
や
池
、
河
川
な
ど

に
生
息
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
古
川
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
エ
サ
は
、
小
魚
や
水
生
昆
虫
、
エ
ビ
を
好

ん
で
食
べ
ま
す
。
１
月
下
旬
、
ゆ
う
ホ
ー
ル

の
「
身
近
な
野
鳥
観
察
会
」
で
も
古
川
で
小

魚
を
取
っ
て
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
大
き
さ
は
約
26
㌢
で
ム
ク
ド
リ
ぐ
ら
い
の

大
き
さ
で
す
。
雌
雄
同
色
で
、
夏
羽
の
頭
部

は
黒
褐
色
で
、
顔
か
ら
首
は
赤
褐
色
で
す
。
 

く
ち
ば
し
は
細
く
黒
色
で
、
目
元
か
ら
く
ち

ば
し
の
基
部
に
か
け
て
は
細
長
い
黄
斑
が
あ
っ

て
目
立
ち
ま
す
。
冬
羽
は
、
夏
羽
で
赤
褐
色

だ
っ
た
部
分
が
黄
褐
色
に
な
り
、
下
面
も
黄

褐
色
に
な
り
ま
す
。
黒
か
っ
た
く
ち
ば
し
も

黒
灰
色
に
な
り
ま
す
。
 

　
足
は
体
の
後
部
に
つ
い
て
い
る
た
め
、
潜

水
は
巧
み
で
頻
繁
に
潜
り
ま
す
。
飛
ぶ
こ
と

は
不
得
意
で
め
っ
た
に
高
く
飛
ぶ
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
水
か
き
は
各
指
の
ふ
ち
に
ヘ
ラ

状
に
付
い
て
い
ま
す
。
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在宅ねたきり老人 
おむつ支給等事業 

広報くみやま 平成18年3月1日 

 
 
 
 
 
 
　町では、ねたきりや認知症の高齢者でお
むつを使用されている人に対し、おむつ等
を支給または貸与しています。 
　対象者、支給等の内容は次のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　おむつ等の支給を希望される人は、申請
書の提出が必要です。 
問い合わせ／長寿健康課 
 

対
象
 

 

支
給
方
法
 

 

　65歳以上の人で、おむつの使用が必
要であると認められる人 
※入院・施設入所されている場合は対象
　になりません。また、支給開始後、入
　院された場合は支給をその間休止しま
　す。 

　毎月10日前後に業者が直接ご自宅に
配達 

支
給
等
内
容
・
お
む
つ
等
の
種
類
 

 

おむつ 
・パンツタイプ（オープンタイプまたは
　はくタイプ） 
・フラットタイプ 
・パッドタイプ 
・布おむつ（貸与） 
※以上の中からいずれか一点を選んでく
　ださい。 

介護用品 
・介護用ゴム手袋 
・ふきとりぬれタオル 
・消臭除菌剤 
・清拭剤 
※以上の中からいずれか一点を選んでく
　ださい。 



図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
日
本
の
食
文
化
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
月
は
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
食
文
化
に
関
す
る
オ
ス
ス

メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

ポ
プ
ラ
社
発
行
 

　
そ
ば
・
う
ど
ん
・
す
し
な
ど
、
伝
統
的
な
食
事
の
材
料
や
つ
く
り

方
、
時
代
の
変
化
等
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
『
食
』で
地
域
探
検（
全
6
巻
）」（
児
童
書
） 

岩
崎
書
店
発
行
 

　
米
・
野
菜
・
魚
な
ど
、
そ
の
地
域
の
食
材
と
知
恵
を
使
っ
た
郷
土

料
理
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

「
発
見
！
体
験
！
日
本
の
食
事（
全
7
巻
）」（
児
童
書
） 

安
達
巖
著
 

　
望
ま
し
い
日
本
型
食
生
活
を
築
く
う
え
で
必
要
な
食
生
活
の
歴
史

や
食
糧
需
給
、
栄
養
面
の
現
状
等
に
つ
い
て
紹
介
 

「
日
本
型
食
生
活
の
歴
史
」
 

ハ
イ
パ
ー
プ
レ
ス
著
 

　
ご
当
地
の
味
は
そ
の
地
方
が
独
自
に
育
ん
で
き
た
、
い
わ
ば
こ
だ

わ
り
も
の
。
本
書
で
は
こ
れ
ら
の
郷
土
料
理
と
県
民
性
を
都
道
府
県

別
に
紹
介
 

「
県
民
性
が
わ
か
る
お
も
し
ろ
食
の
大
事
典
」
 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

177キロカロリー／1人分 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

6
日
b
・
13
日
b
・
20
日
b

27
日
b
・
31
日
f

　
図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
3
月
25
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

お
は
な
し
会
 

ベジタブルチャウダー 

■材料（4人分） 

作り方  
①　鍋にバターを熱し、さいの目切り
　した玉ネギを色がつかない程度にい
　ため、さらに、1㌢幅に切ったベー
　コンを加えていためる。 
②　①の火を止め、小麦粉をふり入れ
　てよく混ぜ、スープで溶いたスキム 

 
　ミルクを加えて、鍋底が焦げないよ
　うに混ぜながら再び火にかける。 
③　②が沸いてきたらミックスベジタ
　ブルを加えて塩、こしょうで調味し、
　パセリとクルトンをあしらって出来
　上がりです。 

★
ぽ
ん
こ
ち
ゃ
ん
の
ど
ろ
ろ
ん
ぱ
 

（
か
ど
の
ほ
う
こ
作
）
 

　
た
ぬ
き
の
ぽ
ん
こ
ち
ゃ
ん
は
、
い
た

ず
ら
っ
こ
。
「
ど
ろ
ろ
ん
ぱ
」
と
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
に
ば
け
ま
す
が
…
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

スライスベーコン 
玉ネギ 
ミックスベジタブル 
バター 
小麦粉 
スキムミルク 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2枚 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1／2個 

・・・・・・・・120グラム 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ3 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・60グラム 

コンソメスープ 
塩 
こしょう　 
パセリのみじん切り 
クルトン 

・・・・・・・・・・・・・・600ミリ㍑ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2／3 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 
・・・・・・・・・・・・・・・・少量 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5グラム 
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★
シ
ュ
ク
ラ
ー
ン
ぼ
く
の
友
だ
ち
 

（
ド
リ
ッ
ト
・
オ
ル
ガ
ッ
ド
作
） 

　
「
シ
ュ
ク
ラ
ー
ン
」
と
は
ア
ラ
ビ
ア

語
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
意
味
。

ユ
ダ
ヤ
人
少
年
と
ア
ラ
ブ
人
少
年
の
友

情
物
語
 

★
パ
リ
よ
、
こ
ん
に
ち
は
 

（
林
真
理
子
ほ
か
著
）
 

　
パ
リ
で
の
恋
は
、
時
に
優
し
く
、
時

に
冷
た
く
…
。
6
人
の
作
家
に
よ
る
6

つ
の
物
語
 

★
道
三
堀
の
さ
く
ら
 

（
山
本
一
力
著
）
 

　
江
戸
時
代
、
道
三
堀
か
ら
深
川
へ
、

飲
み
水
を
届
け
る
「
水
売
り
」
が
い
た
。

水
売
り
の
龍
太
郎
と
そ
ば
屋
の
娘
・
お

あ
き
の
物
語
 



                
荒
見
苑
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
写
真
教
室
を

開
き
ま
す
。
 

日
時
／
①
4
月
10 
日
b
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

4
時
　
②
4
月
17 
日
b
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
①
府
立
植
物
園
　
②
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
2
日
と
も
参

加
で
き
る
人
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
3
月
31
日
f
ま
で
に

同
苑
へ
。
電
話
可
 

  
町
で
は
、
宇
治
市
、
城
陽
市
と
共
催
で
元
気
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
3
月
18 
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時
30
分
 

場
所
／
城
陽
市
民
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
 

内
容
／
健
康
体
操
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
・
健

康
測
定
な
ど
 

費
用
／
無
料
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
3
月
10 
日
f
ま
で
に

国
保
医
療
課
へ
。
電
話
可
 

※
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
。
 

  
町
で
は
、
男
女
が
と
も
に
一
人
の
人
間
と
し
て

理
解
し
合
い
、
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
生
き
る

男
女
平
等
と
共
同
参
画
の
社
会
の
実
現
に
向
け
て

の
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
・
内
容
／
左
表
の
と
お
り
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
 

テ
ー
マ
／
自
分
を
磨
こ
う
 

定
員
／
各
30
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
3
月
8
日
d
ま
で
に

社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可
 

                 
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
町
の
産
業
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
こ
ど
も
工
場
見
学
会
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

日
時
／
3
月
29
日
d
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

集
合
／
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
年
生
以
上
の
児
童
 

見
学
先
／
京
都
機
械
工
具
㈱
も
の
づ
く
り
技
術
館
、

ニ
ュ
ー
リ
ー
㈱
ニ
ュ
ー
ジ
ア
ム
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
3
月
10 
日
f
ま
で
に

産
業
課
へ
。
電
話
可
 

     
税
務
課
で
は
、
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
縦
覧

と
土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
お
こ
な
い
ま

す
。
 

縦
覧
期
間
／
4
月
3
日
b
か
ら
5
月
31
日
d
（
土
・

日
、
祝
日
を
除
く
）
 

※
期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す
。
 

縦
覧
で
き
る
人
／
久
御
山
町
の
固
定
資
産
税
の
納

税
者
（
土
地
の
み
の
納
税
者
は
土
地
だ
け
、

家
屋
の
み
の
納
税
者
は
家
屋
だ
け
の
縦
覧
に

限
ら
れ
ま
す
）、
相
続
人
（
戸
籍
謄
本
等
が

必
要
）、
納
税
管
理
人
、
代
理
人
（
委
任
状
 

            

が
必
要
）
 

縦
覧
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
ま
た
は
納
税
通
知
書

等
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
 

※
評
価
額
等
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま

す
。
期
間
は
、
4
月
3
日
以
降
、
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
60
日
以
内
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

   
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
自
動
二
輪
、
軽
四
輪
等
の
軽
自

動
車
税
は
、
4
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
車
両
を
廃
車
、
譲
渡
さ

れ
た
人
は
次
の
と
こ
ろ
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
時
期
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
…
税
務

課
（
印
鑑
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持
参
）
 

・
軽
自
動
車
…
軽
自
動
車
検
査
協
会
京
都
事
務
所

（
京
都
陸
運
支
局
内
）
1
0
7
5
（
6
7
１
）

0
9
2
8
 

・
二
輪
の
小
型
自
動
車
…
京
都
陸
運
支
局
1
0
7
 

　
5
（
6
8
１
）
9
7
6
１
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

荒
見
苑
の
写
真
教
室
 

元
気
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
教
室
 

こ
ど
も
工
場
見
学
会
 

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
ど
の
縦
覧
 

軽
自
動
車
等
の
 

廃
車
申
請
は
お
早
め
に
 

内　　容 

※保育ルームを設置します。申込時にお申し出ください。 

日　時 場　所 

3月10日f 
午後3時15分 
　～4時45分 

3月13日b 
午後3時15分 
　～4時45分 

役場庁舎5階 
会議室51

講演／思うように生きたら 
　　ええんや 
講師／子育てアドバイザー 
　　小森雅夫さん 

役場庁舎5階 
会議室51

講演／共感力を高めるには 
講師／オフィスヤマモト代表 
　　山本清美さん 

日時／　月 　 日-　午後　時キックオフ 

場所／西京極陸上競技場 

対象／町内在住の人100組・200人（応

募者多数の場合は、抽選） 

応募方法／3月9日e必着で、往復ハガ

キに住所・氏名（フリガナ）・年齢・

性別・電話番号・同伴者の有無と返

信表面に住所・氏名をご記入のうえ、

〒610－0102　城陽市久世上大谷89

の１　京都パープルサンガ「久御山

町民ご招待」係へ。 

※応募は一人１枚限りで、ハガキ１枚に

つき同伴者は一人までです。 

問い合わせ／京都パープルサンガ 

　　10774（55）7603 

※電話での応募はできません。 

　当選の発表は、ハガキの返送をもって

代えさせていただきます。 
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
育
児
の
手
助

け
を
し
て
ほ
し
い
人
「
お
ね
が
い
会
員
」
と
、
育

児
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
「
ま
か
せ
て
会
員
」

が
登
録
会
員
と
な
っ
て
、
臨
時
的
・
突
発
的
に
託

児
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
一
時
的
に
子
ど
も
を

預
か
る
活
動
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
す
。
保

育
所
や
幼
稚
園
、
仲
よ
し
学
級
へ
の
送
迎
な
ど
に

利
用
で
き
ま
す
。
 

新
し
く
会
員
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
や
内
容

に
つ
い
て
、
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う
人
の
た
め

の
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
①
3
月
5
日
a
　
②
3
月
7
日
c
　
い
ず

れ
も
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
 

対
象
／
お
ね
が
い
会
員
…
生
後
3
か
月
か
ら
10 
歳

の
児
童
の
保
護
者
で
、
育
児
の
援
助
を
必
要

と
し
て
い
る
人
 

　
　
ま
か
せ
て
会
員
…
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る

こ
と
が
で
き
る
20
歳
以
上
の
人
（
特
別
な
資

格
は
い
り
ま
せ
ん
）
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
3
月
17 
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
「
は
ー
も
に
ぃ
」
1
0
7
7
4
 

　
　
（
5
5
）
5
9
8
１
ま
た
は
社
会
福
祉
課
 

  
生
後
3
か
月
か
ら
8
か
月
ぐ
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
の
た
め
の
サ
ロ
ン
を
毎
月
第
3
木
曜

日
に
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
3
月
16 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
夢
く
む
ル
ー
ム
 

対
象
／
町
内
在
住
の
生
後
3
か
月
か
ら
8
か
月
ぐ

ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

   
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
で
も
楽
し
め
る
ピ
ア
ノ
、
詩

の
朗
読
、
イ
ラ
ス
ト
が
一
体
と
な
っ
た
夢
い
っ
ぱ

い
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
3
月
4
日
g
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
45
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

出
演
／
四
人
会
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
ゆ
る
体
操
は
、
気
持
ち
よ
く
声
を
出
し
な
が
ら
、

体
を
緩
め
、
ほ
ぐ
し
て
い
く
体
操
で
、
身
体
の
コ

リ
や
ゆ
が
み
が
と
れ
、
健
康
回
復
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
・

転
倒
予
防
な
ど
に
高
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

ゆ
る
体
操
を
福
祉
ま
つ
り
の
会
場
で
お
こ
な
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
3
月
19 
日
a
　
①
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

　
②
午
後
１
時
45
分
〜
2
時
15 
分
 

※
受
け
付
け
は
、
午
前
10 
時
45
分
か
ら
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

対
象
／
中
学
生
以
上
 

講
師
／
運
動
科
学
総
合
研
究
所
　
下
瀬
仁
史
さ
ん
 

定
員
／
各
30
人
 

費
用
／
無
料
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
3
月
13 
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30

分
 

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
　
 

対
象
／
膠
原
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
や
そ

の
家
族
 

※
膠
原
病
と
は
…
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
筋
炎
、
慢

性
（
悪
性
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
 

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・
助
言
 

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
　
宇

多
野
病
院
　
柳
田
英
寿
医
師
 

定
員
／
6
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
保
健
所
保
健
室

1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
9
１
１
へ
。
電
話

可
 

  
浄
化
槽
式
の
水
洗
ト
イ
レ
を
ご
使
用
の
人
は
、

浄
化
槽
の
機
能
を
正
常
に
保
つ
た
め
、
定
期
点
検

と
清
掃
、
水
質
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

定
期
点
検
と
清
掃
は
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
の

許
可
を
得
た
浄
化
槽
清
掃
業
者
へ
、
水
質
検
査
は
、

京
都
府
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関
の
6
京
都
保

健
衛
生
協
会
1
0
7
5
（
6
8
１
）
１
7
2
7
へ

そ
れ
ぞ
れ
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
2
月
１
日
か
ら
浄
化
槽
法
の
改
正
に
よ

り
、
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
増
・
改
築
や
下
水
道

へ
の
接
続
な
ど
で
、
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
さ
れ

る
と
き
は
環
境
保
全
課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
ま
た
は
城
南
衛
生
管

理
組
合
業
務
課
1
0
7
5
（
6
3
１
）
5
１

7
１
 

  
就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に
よ
り
、
加
入
さ
れ

て
い
る
年
金
の
種
別
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ

ず
に
住
民
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

本
人
の
自
署
以
外
は
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。
 

            問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

  
町
で
は
、
健
康
で
文
化
的
な
都
市
生
活
や
機
能

的
な
都
市
活
動
を
確
保
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
用
途
地
域
や
都
市
計
画
道
路

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
都
市
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
 

無
秩
序
な
開
発
を
防
止
し
な
が
ら
計
画
的
な
市

街
地
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、
都
市
計
画
区
域
を

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
区
分
し
て
い

ま
す
。
土
地
利
用
の
動
向
や
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
な
ど
を
踏
ま
え
、
計
画
的
で
良
好
な
ま
ち
づ
く

り
が
さ
ら
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
現
在
、
そ
の
見

直
し
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
説
明
会
 

サ
ロ
ン
☆
ア
ニ
マ
ー
ト
 

ゆ
る
体
操
 

難
病
相
談
 

国
民
年
金
の
手
続
き
 

親
子
サ
ロ
ン
 

夢
い
っ
ぱ
い
音
楽
会
 

浄
化
槽
の
定
期
点
検
と
清
掃
 

都
市
計
画
の
見
直
し
 

み
る
く
　
サ
ロ
ン
 

こ
う
げ
ん
 

年金手帳 

こんなとき 

20歳になったとき（厚生年金、 
共済組合の加入者は除く） 学生の場合、学生証 

厚生年金や共済組合をやめたと 
き（扶養している配偶者がいる 
場合は、あわせて第１号被保険 
者への届けをしてください） 

年金手帳、退職年月 
日がわかる書類 
 

配偶者の健康保険の扶養からは 
ずれたとき（離婚したとき・収 
入が増えたとき） 

配偶者、扶養者の年 
金手帳・扶養からは 
ずれた日のわかる書類 
 

住所、氏名が変わったとき・任 
意加入をするとき、やめるとき 

必要書類 
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保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
 

今
回
は
、
御
牧
と
宮
ノ
後
保
育
所
で
、
子
育
て

に
つ
い
て
ミ
ニ
講
演
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
 

日
時
／
3
月
9
日
e
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
リ
ズ
ム
遊
び
・
楽
器
遊
び
（
御
牧
・
宮
ノ

後
は
ミ
ニ
講
演
会
有
り
　
講
師
：
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
ほ
ほ
え
み
代
表
　
荒
井
敏
江
さ
ん
）
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

　
　
佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

　
　
御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
 

　
　
宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

   
平
成
18 
年
度
町
立
保
育
所
の
入
所
申
し
込
み
を

さ
れ
た
人
は
、
新
規
・
継
続
に
か
か
わ
ら
ず
、
3

月
17 
日
f
ま
で
に
平
成
17 
年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
確
定
申
告
書
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
「
入
所
の
手
引
き
」
お
よ
び
保
育

所
か
ら
配
布
の
「
提
出
書
類
の
案
内
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

  
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
本
の
よ
さ
、
読

書
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
春
の

ひ
と
と
き
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
、

次
の
催
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
ご
家
族
や
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

▼
「
第
４
回
京
都
府
子
ど
も
読
書
絵
て
が
み
コ
ン

テ
ス
ト
」
入
選
作
品
展
 

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」

（
4
月
23
日
）
の
啓
発
事
業
と
し
て
、
府
教
育
委

員
会
と
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
昨
年

の
春
に
お
こ
な
わ
れ
、
応
募
点
数
は
本
町
を
含
め
、

府
内
各
地
か
ら
１
１
，
0
8
3
点
も
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
作
品
展
で
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
選
し
た

作
品
3
6
7
点
を
展
示
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
ハ
ガ

キ
サ
イ
ズ
と
は
思
え
な
い
す
ば
ら
し
い
作
品
ば
か

り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
 

期
間
／
3
月
9
日
e
〜
15 
日
d
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
展
示
ロ
ビ
ー
 

作
品
／
最
優
秀
賞
10 
点
、
優
秀
賞
25
点
、
佳
作
25

点
、
入
選
3
0
7
点
 

▼
春
の
お
楽
し
み
会
 

春
の
ひ
と
と
き
を
、
人
形
劇
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
 

日
時
／
3
月
26
日
a
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30

分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
交
流
ホ
ー
ル
 

対
象
／
幼
児
・
児
童
と
保
護
者
 

内
容
／
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
し
り
と
り
の
だ
い
す
き

な
お
う
さ
ま
」
「
三
び
き
の
こ
ぶ
た
」
（
図

書
館
職
員
）
人
形
劇
「
か
っ
ぱ
の
は
な
し
」

（
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
・
こ
っ
ぺ
ぱ
ん
）
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

  
水
道
の
検
針
は
、
検
針
員
が
お
宅
を
訪
問
し
、

指
示
数
を
読
み
取
っ
て
使
用
量
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
 

検
針
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周
辺
に
物
を
置
か

な
い
。
 

・
犬
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
所
に

つ
な
い
で
お
く
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

     
町
空
手
道
連
盟
で
は
、
空
手
道
選
手
権
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

日
時
／
3
月
21
日
-
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
小
学
生

以
上
）
で
、
全
空
連
ル
ー
ル
の
経
験
者
 

種
目
／
個
人
戦
…
形
試
合
・
組
手
試
合
（
学
年
別
）

拳
サ
ポ
・
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
が
必
要
で
す
。
 

費
用
／
5
0
0
円
（
当
日
徴
収
）
 

申
し
込
み
／
3
月
10 
日
f
ま
で
に
同
連
盟
事
務
局

（
福
井
善
久
さ
ん
宅
）
1
0
7
7
4
（
4
4
）

2
１
5
0
ま
た
は
各
道
場
（
鸞
風
舎
久
御
山

道
場
・
同
士
館
佐
山
道
場
）、
体
育
協
会
事

務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

3
月
14 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
無
料
法
律
相
談
】
 

3
月
16 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
　
役
場
庁
舎
１

階
相
談
室
１
　
定
員
6
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
広
報
行
政
課
へ
。
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

3
月
14 
日
c
・
28
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

3
月
9
日
e
・
23
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

   【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

  【
休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

空
手
道
選
手
権
大
会
 

保
育
所
入
所
申
請
 

添
付
書
類
の
提
出
 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

水
道
検
針
に
ご
協
力
を
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

〈2月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 2 1 7人　 
8 , 5 7 6人　 
8 , 6 4 1人　 
6 , 5 6 7世帯 

〈1月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 6人　 
1 9人　 
6 0人　 
4 5人　 
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          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
3
月
10 
日
f
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
3
月
8
日
d
・
10 
日
f
・
15 
日
d
・
17 
日

f
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
不
慣

れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
3
月
10 
日
f
　
午
後
5
時
〜
8
時
　
18 
日

g
・
28
日
c
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
22
日
d

午
後
１
時
〜
4
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
3
月
8
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
3
月
8
日
d
・
22
日
d
　
午
後
１
時
30
分

〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
各
25
人
 

  日
時
／
3
月
4
日
g
　
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30

分
　
11 
日
g
　
午
後
8
時
〜
9
時
　
18 
日
g

午
後
7
時
〜
8
時
　
（
受
け
付
け
は
終
了
時

間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
3
月
24
日
f
　
午
後
5
時
50
分
〜
10 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
 

内
容
／
南
山
城
村
に
行
き
、
春
の
星
空
を
観
察
し

ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

  日
時
／
3
月
4
日
g
・
18 
日
g
　
午
前
9
時
30
分

〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
3
月
11 
日
g
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
か
ま
ぼ
こ
板
で
、
入
れ
物
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
3
月
30
日
e
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
5

時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
人
 

内
容
／
バ
ス
で
「
兵
庫
県
立
 
人
と
自
然
の
博
物

館
」
と
「
王
子
動
物
園
」
に
行
き
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
学
生
5
0
0
円
・
中
学
生
7
0
0
円
・

大
人
１
，
2
0
0
円
（
交
通
費
・
入
館
料
）
 

  日
時
／
3
月
21
日
-
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
「
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
展
覧
会
」
応
募
に
向

け
て
共
同
制
作
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

  日
時
／
3
月
26
日
a
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
2

時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
 

内
容
／
木
津
川
に
暮
ら
す
野
鳥
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
3
月
10 
日
f
・
17 
日
f
・
24
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

                 日
時
／
3
月
19 
日
a
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
実
験
結
果
を
予
想
す
る
、
三
択
の
ク
イ
ズ

大
会
で
す
。
 

定
員
／
30
人
 

  

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

郊
外
　
星
の
観
察
会
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

基
礎
か
ら
の
工
作
教
室
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

サ
イ
エ
ン
ス
ク
イ
ズ
大
会
 

申込は3月1日D

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

  

10774（45）0002

18
  

広報くみやま 平成18年3月1日 



                          日
時
／
①
3
月
11 
日
g
・
②
25
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

                                  日
時
／
①
3
月
12 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
　
②
3

月
13 
日
b
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
不
可
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
3
月
2
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
　
3
月

14 
日
c
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
正
し
い
機

器
使
用
方
法
な
ど
、
体
育
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  
体
育
館
の
臨
時
休
館
 

　
総
合
体
育
館
は
、
定
期
清
掃
の
た
め
3
月

7
日
c
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。
 

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

 
          日

時
／
3
月
13 
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／「
京
都
府
名
誉
友
好
大
使
」
に
よ
り
、
手
軽

に
で
き
る
ト
ル
コ
の
家
庭
料
理
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
Ａ
．
キ
ャ
ー
ミ
ル
 
ト
プ
ラ
マ
 
オ
ー
ル

さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
3
月
24
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
「
京
都
府
名
誉
友
好
大
使
」
に
よ
り
、
韓

国
の
家
庭
料
理
（
ニ
ラ
チ
ヂ
ミ
）
を
学
び
ま

す
。
 

講
師
／
安
希
慶
（
ア
ン
ヒ
ギ
ョ
ン
）
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
3
月
16 
日
e
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
お
香
の
文
化
と
好
み
の
お
香
を
調
合
し
、

に
お
い
袋
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
鳩
居
堂
・
松
木
勝
朗
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
3
月
27
日
b
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
Ａ
Ｅ
Ｔ
ト
ー
マ
ス
先
生
と
音
楽
や
料
理
で

楽
し
く
遊
ぼ
う
！
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

国
際
交
流
教
室
（
韓
国
編
）
 

お
香
教
室
 

こ
ど
も
国
際
交
流
教
室
 

国
際
交
流
教
室
（
ト
ル
コ
編
）
 

申込は3月2日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は3月2日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

 

 

★対象／町内在住の小学生以上の人 

※幼児は保護者同伴で参加してください。 

★定員／各200人 

★費用／満3歳以上一人300円 

※チケットは3月4日gからゆうホールで発 

　売します。 

動物たちの大冒険物語「マダガスカル」 
を上映します。 

1回目　午前10時～11時30分 
2回目　午後 1 時30分～ 3 時 
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保健予防のコーナー 

20

10か月児健診（2月15日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

4 0歳以上の人 

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

健　　診　　名 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 康 相 談  

28日C成 人 歯 科 健 診  歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 

会場は、すべて保健センター（※はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

～正午 
午前10時 

～１時3０分 
午後１時 

～１時55分 
午後１時40分 

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  14日C

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・風しん（三日はしか）・麻しん（はしか）は、個別接種となっています。
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」の冊子をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診
　時に接種） 
・今年度から、ツベルクリン反応検査はおこなっ
　ていません。 

健 　 診 ・ 相 　 談  

予　防　接　種 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 
～11時 

午前9時30分 

14日C3 ～ 4 か 月 児 健 診  医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート ～2時 

午後１時20分 
個人通知が届いた人 

10 か 月 児 健 診  15日D ～１時50分 
午後１時20分 医師による健康診査 

離乳・保育・栄養などの指導 
平成17年5月生まれ 

母　子　保　健 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 24日F3 歳 児 健 診  平成14年8月生まれ 

～2時 
午後１時20分 

28日C2歳6か月児歯科健診 
～１時40分 

午後１時20分 歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

平成15年8月生まれ 

10日F1 歳 8 か 月 児 健 診  
～2時 

午後１時20分 
平成16年6月生まれ 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

広報くみやま 平成18年3月1日 

3日F

16日E ～１時15分 
午後１時 離乳食の指導、作り方の実習と

試食 
満3か月～10か月児の 
保護者 離 乳 食 教 室  

9日E
※ 
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燃やすごみ 

環境保全のコーナー 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

1日 
（第１水曜日） 
15日 

（第３水曜日） 

8日 
（第２水曜日） 
22日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

3月のごみ・し尿収集日 

※簡単な水洗いをして、中身
　の見える袋に入れて出して
　ください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.10
今すぐチャレンジ、簡単エコライフ 

広報くみやま 平成18年3月1日 

3日 
27日 

6日 
28日 
9日 
31日 

 
 
◎ガスコンロはエコバーナーを選ぶ 
　　ガスの炎を鍋底に集中させ
　る内炎式バーナーや水に熱を
　奪われない水なしグリルなど
　の熱効率の高いガスコンロな
　らガス代の節約と二酸化炭素
　排出量の削減にもなります。
　最も効率の良い中火で調理す
　ることも忘れないでください。 
◎電気ジャーポットをつけっぱなしにしない 
　　2.2㍑のマイコン型電気ジャーポットを24時間毎日
　保温するのと、400㍑の冷蔵庫の年間消費電力はほ
　ぼ同じです。 

　使わない時はプラグを抜き、普段は低温で保温、使
　う時に再沸騰させた方が省エネになります。 
◎調理道具を上手に使って効率の良い料理を 
　　大きな鍋やフライパンを使ったり、調理の前に鍋
　底の水滴をふくようにしてください。また、お湯を
　沸かすときはふたをするようにしてください。 
　　余熱を利用する保温鍋や短時間で調理できる圧力
　鍋などがお薦めです。 
◎掃除機をかける前に部屋を片付けましょう 
　　掃除機のスイッチを入れたまま、物を片付けたり
　するのは電気の無駄遣いです。部屋を片付けて床の
　スペースを空け、一気に掃除機をかけましょう。 
　　また、満杯のゴミパックや汚れたフィルターもパ
　ワーの低下につながりますので、早めに点検をしま
　しょう。 



  　
前
号
で
少
し
ふ
れ
た
が
、
山
田
里
さ

ん
一
行
が
泊
ま
っ
た
中
山
道
の
加
納
宿

（
現
岐
阜
県
岐
阜
市
）
周
辺
で
、
か
つ

て
私
が
体
験
し
た
忘
れ
が
た
い
思
い
出

の
一
端
を
述
べ
て
み
た
い
。
 

　
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
月
、

十
六
歳
で
岐
阜
陸
軍
航
空
整
備
学
校
に

入
校
し
た
私
は
、
航
空
学
に
つ
い
て
学

習
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
本
土
空
襲
の
激
化
に
伴
っ
て
、

毎
日
が
航
空
機
の
疎
開
作
業
で
あ
っ
た
。

そ
の
年
の
十
二
月
七
日
、
各
務
原
飛
行

場
（
現
岐
阜
県
各
務
原
市
）
か
ら
中
山

道
を
通
っ
て
長
良
川
畔
ま
で
、
戦
闘
機

「
飛
燕
」
の
搬
送
作
業
に
従
事
し
た
。

作
業
は
夜
明
け
か
ら
始
ま
り
、
加
納
近

く
の
集
落
に
着
い
た
の
が
正
午
を
少
し

過
ぎ
て
い
た
。
 

　
地
元
婦
人
会
の
心
温
ま
る
接
待
を
受

け
、
松
並
木
周
辺
で
休
憩
し
て
い
た
午

後
一
時
三
十
五
分
ご
ろ
、
突
然
、
「
ゴ

オ
ー
」
と
い
う
地
鳴
り
と
と
も
に
、
大

地
が
激
し
く
揺
れ
た
。
空
は
暗
黒
と
な

り
、
左
方
の
た
ん
ぼ
に
亀
裂
が
走
り
、

瞬
時
に
地
形
が
一
変
し
た
。
立
つ
こ
と

も
で
き
ず
、
し
が
み
つ
い
た
松
の
木
も

根
元
か
ら
倒
れ
た
。
移
送
中
の
戦
闘
機

も
脚
部
が
損
傷
し
て
し
ま
い
、
搬
送
は

中
止
と
な
っ
た
。
 

　
大
き
な
揺
れ
は
、
三
重
県
の
尾
鷲
沖

に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九

の
地
震
で
、
東
南
海
地
震
と
名
付
け
ら

れ
た
。
こ
の
地
震
で
愛
知
県
の
二
か
所

の
航
空
機
製
作
所
が
全
壊
し
、
軍
需
産

業
が
大
打
撃
を
被
っ
た
。
戦
局
が
悪
化

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
時
で
も
あ
り
、

こ
の
地
震
の
報
道
は
規
制
さ
れ
た
。
 

　
話
が
少
し
脱
線
し
た
が
、
再
び
山
田

里
さ
ん
一
行
が
目
指
し
た
善
光
寺
ま
で

の
行
程
を
た
ど
っ
て

み
た
い
。
 

　
さ
て
一
行
は
、
鵜

沼
宿
（
現
各
務
原
市
）

へ
四
里
一
○
町
（
約

一
三
・
一
キ
ロ
）
、

太
田
宿
（
現
岐
阜
県

美
濃
加
茂
市
）
へ
二
 

里
、
さ
ら
に
一
里
歩

行
し
て
伏
見
宿
（
現

岐
阜
県
可
児
郡
御
嵩
 

町
）
に
着
い
た
。
こ
の
日
は
八
里
余
を

歩
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
途
中
の
太
田

宿
に
は
木
曽
川
を
渡
る
「
太
田
の
渡
し
」

が
あ
っ
て
、
『
木
曾
路
名
所
図
会
』
に

は
「
木
曾
の
か
け
は
し
、
太
田
の
渡
し
、

碓
氷
峠
が
な
く
ば
よ
い
」
と
う
た
わ
れ

た
中
山
道
の
難
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

一
行
は
こ
の
道
中
で
馬
を
利
用
し
て
い

る
。
お
そ
ら
く
起
伏
の
激
し
い
道
が
続

い
た
こ
と
か
ら
、
交
代
で
足
の
疲
れ
を

休
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

　
木
賃
四
○
文
を
含
め
て
、
一
人
一
三

二
文
ず
つ
で
伏
見
宿
に
泊
ま
っ
た
一
行

は
、
翌
三
月
二
十
日
、
好
天
気
に
恵
ま

れ
て
中
山
道
を
下
り
、
御
嵩
宿
（
現
可

児
郡
御
嵩
町
）へ
一
里
、
細
久
手
宿
（
現

岐
阜
県
瑞
浪
市
）
ま
で
三
里
歩
い
た
。
 

 

　
御
嵩
宿
は
天
台
宗
の
名
刹
、
願
興
寺

の
門
前
町
と
し
て
発
達
し
て
き
た
。
寺

は
蟹
薬
師
、
ま
た
は
可
児
大
寺
と
も
呼

ば
れ
、
伝
教
大
師
（
最
澄
）
が
東
国
巡

錫
の
み
ぎ
り
、
自
ら
刻
ん
だ
と
伝
え
る

薬
師
如
来
像
を
本
尊
と
す
る
。
 

　
御
嵩
宿
は
、
美
濃
平
野
の
東
端
に
あ

た
り
、
起
伏
も
な
い
町
並
み
で
あ
る
が
、

こ
の
宿
場
か
ら
細
久
手
宿
へ
の
道
は
峠

が
多
い
。
現
在
は
旧
中
山
道
（
県
道
）

の
左
手
、
御
嵩
町
と
瑞
浪
市
の
境
界
に

前
沢
ダ
ム
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
周
辺

の
眺
望
が
す
ば
ら
し
い
。
 

　
細
久
手
宿
か
ら
次
の
大
湫
宿
（
現
瑞

浪
市
）
ま
で
一
里
半
（
約
六
キ
ロ
）
、

こ
の
道
は
現
在
、
東
海
自
然
歩
道
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
細
久
手
か
ら
一
里
ほ

ど
の
所
に
あ
る
琵
琶
峠
は
、
全
長
六
○

○
メ
ー
ト
ル
の
登
り
下
り
坂
に
石
畳
が

敷
か
れ
て
い
て
、
日
本
一
長
い
と
い
わ

れ
る
石
畳
で
あ
る
。
峠
の
頂
上
は
標
高

五
三
八
メ
ー
ト
ル
、
今
は
そ
れ
ほ
ど
の

展
望
は
望
め
な
い
が
、
東
北
に
木
曾
の

御
嶽
山
、
北
に
加
賀
の
白
山
、
西
に
伊

吹
山
、
そ
し
て
伊
勢
・
尾
張
の
海
さ
え
、

か
つ
て
は
見
え
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の

峠
は
、
中
山
道
美
濃
一
六
宿
の
道
中
で

は
、
最
も
高
い
所
で
も
あ
る
。
 

　
山
田
里
さ
ん
一
行
は
、
伏
見
宿
か
ら

五
里
半
の
歩
行
で
大
湫
宿
の
「
か
な
や

太
蔵
」
の
旅
籠
に
着
い
た
。
淀
か
ら
大

湫
宿
ま
で
約
四
一
里
（
約
一
六
四
キ
ロ
）

七
日
間
を
要
し
て
い
る
。
女
性
の
身
で

あ
り
な
が
ら
、
米
を
担
い
で
の
道
中
、

し
か
も
峠
の
多
い
中
山
道
は
、
体
力
の

消
耗
も
激
し
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
 

　
そ
の
た
め
一
行
は
、
翌
日
も
「
か
な

や
」
に
逗
留
し
、
旅
の
疲
れ
を
い
や
し

て
い
る
。
そ
れ
は
大
湫
宿
が
雑
踏
も
な

く
、
休
養
に
最
適
の
環
境
だ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。
 

 

第45回 

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

美
濃
路
を
歩
く
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　▲琵琶峠の石畳 

そ

か
い
 

な
が

ら
 

ど
う
 

な
か
せ
ん
 

ひ

え
ん
 

か
が
み

は
ら
 

か
の
う
 

お

わ
せ
 

う
 

ぬ
ま
 

お
お

た
 

み

の
 

ふ
し

み
 

か

に
 

み

た
け
 

ず

え
 

ほ
そ

く

て
 

み
ず
な
み
 

め
い
さ
つ
 

が
ん
こ
う

じ
 

か
に
や
く

し
 

か
　
に
 

で
ん
 ぎ
ょ
う
 

さ
い
 ち
ょ
う
 

じ
ゅ
ん
 

し
ゃ
く
 

は
た
ご
 

と
う
り
ゅ
う
 

お
お
く
て
 

い
し
 

お
ん
た
け
さ
ん
 

は
く
さ
ん
 

お

わ
り
 

だ
た
み
 

う
す

い
 

女たちの善光寺参り（3） 鳩字の山門額 


